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議

案

審

議

◆
阿
武
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
高
速
化
・

「
光
フ
ァ
イ
バ
設
備
整
備
事
業
」

の
実
施
に
伴
い
、
新
た
に
過
疎
債

を
借
り
入
れ
る
た
め
、
過
疎
計
画

へ
の
追
加
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る

中
野
克
美
委
員
（
宇
生
賀
中
央
）

と
堀
和
也
委
員
（
宇
田
中
央
）
の

再
任
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を

得
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る

小
田
正
紀
氏
（
宇
田
中
央
）
と

田
原
俊
子
氏
（
河
内
）
の
後
任

と
し
て
、
教
員
経
験
者
の
安
光

明
文
委
員
（
惣
郷
）
と
、
保
護
者

代
表
の
三
浦
美
和
子
委
員（
下
郷
）

を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
同
意
を
得
る
も
の
で
す
。

今
回
の
主
な
補
正
内
容

◆
令
和
２
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
回
）

　
４
億
２
８
５
３
万
３
千
円
を

追
加
し
、
総
額
43
億
８
３
６
２
万

４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

令
和
２
年
第
５
回

阿
武
町
議
会

９
月
定
例
会

　
総
務
費
は
、
３
億
７
１
４
４
万

９
千
円
の
増
額
で
す
。
感
染
症

対
策
が
主
な
も
の
で
、
町
有
施
設

の
通
称
「
Ｌ
ベ
ー
ス
」
の
改
修
に

伴
う
設
計
・
監
理
委
託
料
の
新
規

計
上
、
庁
舎
女
子
更
衣
室
の
一
部

を
改
修
し
て
作
る
防
災
備
蓄
倉
庫

の
改
修
工
事
、
本
庁
・
各
支
所
の

自
動
化
さ
れ
て
い
な
い
水
道
蛇
口

取
替
工
事
、
選
挙
時
の
感
染
防
止

対
策
物
品
購
入
、
光
フ
ァ
イ
バ

設
備
整
備
事
業
費
補
助
金
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
の
開
催
経
費
の

新
規
計
上
な
ど
で
す
。

　
民
生
費
は
、
62
万
８
千
円
の

増
額
で
、
外
国
青
年
招
致
事
業
の

人
件
費
の
追
加
分
（
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
、
毎
年
10
月
着
任
の
外
国

青
年
が
今
年
は
来
日
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
、
現
在
の
保
育
士

補
助
員
の
滞
在
を
１
年
延
長
す
る

こ
と
に
伴
う
増
額
）、
み
ど
り

保
育
園
本
園
の
玄
関
前
屋
根

修
理
代
の
新
規
計
上
ほ
か
で
す
。

　
衛
生
費
は
、
２
６
７
万
８
千
円

の
増
額
で
、
福
賀
診
療
所
の
外
壁

木
造
部
の
塗
装
工
事
な
ど
に
係
る

国
民
健
康
保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）

の
特
別
会
計
繰
出
金
の
ほ
か
、

海
岸
漂
着
ご
み
処
理
委
託
料
の

増
額
な
ど
で
す
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
２
１
０
７
万

５
千
円
の
増
額
で
、
西
台
農
道

舗
装
工
事
、
資
源
循
環
型
肉
用
牛

経
営
育
成
事
業
補
助
金
、「
無
角

和
種
と
の
出
会
い
創
出
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
」
委
託
料
、
奈
古
漁
港

（
沢
松
）
舗
装
工
事
の
新
規
計
上

ほ
か
で
す
。

　
商
工
費
は
、
６
５
６
万
４
千
円

の
増
額
で
、
コ
ロ
ナ
関
係
の
流
通

改
善
支
援
補
助
金
の
追
加
、
道
の
駅

テ
ナ
ン
ト
調
理
機
器
等
移
設
業
務

委
託
料
の
新
規
計
上
な
ど
で
す
。

　
土
木
費
は
、
１
６
１
６
万
５
千
円

の
増
額
で
、
新
規
計
上
の
町
道
亀
山

十
王
堂
線
の
道
路
改
良
事
業
を

は
じ
め
、
野
地
踏
切
拡
幅
修
正

設
計
委
託
料
、
阿
武
中
学
校
裏
の

奈
古
中
央
線
防
災
事
業
測
量
設
計

委
託
料
な
ど
で
す
。

　
消
防
費
は
、
17
万
４
千
円
の

増
額
で
、
下
郷
消
防
水
利
施
設
の

井
戸
蓋
の
交
換
、
お
よ
び
看
板
取

替
に
係
る
修
繕
料
で
す
。

　
教
育
費
は
、
９
８
０
万
円
の

増
額
で
、
教
育
用
情
報
端
末
整
備

委
託
料
、
教
育
長
室
の
空
調
取
替

工
事
の
ほ
か
、
新
規
計
上
で
小
中

学
校
に
整
備
す
る
空
気
清
浄
機

な
ど
感
染
症
対
策
備
品
、
町
民

セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
用
の

非
接
触
体
温
感
知
シ
ス
テ
ム
、

体
育
セ
ン
タ
ー
の
水
道
蛇
口
取
替

工
事
な
ど
で
す
。

２
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算　

◆
令
和
２
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

　
　
　
　
保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
包
括
支
援
事
業
経
費
の
新
規

計
上
、
お
よ
び
福
賀
診
療
所
外
壁

木
造
部
塗
装
工
事
な
ど
に
２
８
９
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
６
１
９
２
万

８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
２
年
度
阿
武
町

　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
補
正
予
算
（
第
２
回
）

　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の

増
額
に
伴
い
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
か
ら
の
組
み
替
え
を
行
う

ほ
か
、
令
和
元
年
度
精
算
に
伴
う

介
護
給
付
費
負
担
金
等
返
還
金
の

増
額
に
よ
る
も
の
で
、
１
１
４
１
万

２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
６
億

７
１
３
８
万
９
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。決

算

の

認

定

◆
令
和
元
年
度
阿
武
町

　
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
と
、

７
つ
の
特
別
会
計
に
つ
い
て
、

監
査
結
果
を
基
に
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

２

件

の

発

議

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
の
影
響
に
伴
う

　
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に

　
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
が
甚
大
な

経
済
的
・
社
会
的
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
、
地
方
税
・
地
方
交
付
税

の
大
幅
な
減
少
な
ど
に
よ
り
、

今
後
の
地
方
財
政
は
か
つ
て
な
い

厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
地
方
税
・
地
方
交
付
税

な
ど
の
一
般
財
源
の
総
額
の
確
保

に
つ
い
て
、
強
く
国
に
要
望
す
る

た
め
、
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の

で
す
。

◆
議
員
派
遣
に
つ
い
て

事
務
作
業
軽
減
と
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
に
よ
る
経
費
削
減
を
目
的

に
、
議
会
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
導
入
に
向
け
た
先
進
地
視
察

と
し
て
、
長
門
市
議
会
に
全
議
員

を
派
遣
（
10
月
19
日
）
す
る
こ
と

を
決
定
す
る
も
の
で
す
。

全

員

協

議

会

◆
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

　
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

「
財
政
健
全
化
法
」
の
規
定
に

基
づ
き
、
令
和
元
年
度
決
算
に

お
け
る
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
を

報
告
す
る
も
の
で
す
。

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

《
》：
契
約
日
・
方
法　
【
】：
契
約
金
額

（
）：
契
約
の
相
手
方　

※
 

：
工
期
な
ど

・
阿
武
町
道
の
駅
テ
ナ
ン
ト
棟

新
設
工
事

《
９
月
３
日
付
・

指
名
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
入
札
》

【
２
９
９
９
万
７
千
円
】

（
阿
武
建
設
㈱
）

※

９
月
４
日
〜
11
月
10
日

・
阿
武
町
道
の
駅
交
流
ス
ペ
ー
ス

新
設
工
事

《
９
月
３
日
付
・

指
名
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
入
札
》

【
１
９
９
９
万
８
千
円
】

（
阿
武
建
設
㈱
）

※

９
月
４
日
〜
11
月
10
日

・
宇
田
郷
漁
港
尾
無
地
区

Ｌ
尾
無
防
波
堤
機
能
保
全
工
事

《
８
月
26
日
付
・
指
名
競
争
入
札
》

【
１
７
８
２
万
円
】

（
黒
瀬
建
設
㈱
）

※

８
月
27
日
〜
翌
年
３
月
12
日

・
阿
武
町
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

策
定
業
務

《
６
月
25
日
付
・
指
名
競
争
入
札
》

【
６
６
０
万
円
】

（
㈱
パ
ス
コ
）

※

６
月
26
日
〜
翌
年
２
月
26
日

現

地

踏

査

・
町
道
東
方
筒
尾
線
道
路
改
良

工
事
完
成
箇
所
（
奈
古
）

・
木
与
防
災
残
土
処
理
予
定
箇
所

（
惣
郷
）

・
木
与
防
災
事
業

（
田
部
側
入
口
付
近
）

議
会
の
動
静

（
令
和
２
年
７
月
〜
９
月
）

７
月
６
日　
議
会
全
員
協
議
会

（
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
配
備
計
画

に
係
る
防
衛
省
に
よ
る
説
明
会
の

要
否
に
つ
い
て
／
新
た
な
風
力

発
電
事
業
の
計
画
に
つ
い
て
）

７
月
27
日　
阿
武
中
学
校
訪
問

（
阿
武
町
子
ど
も
議
会
説
明
会

阿
武
中
学
校
２
年
生
対
象
）

８
月
５
日　
萩
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
来
庁

（
補
助
金
確
保
の
要
望
）

８
月
25
日　
阿
武
町
地
球
温
暖
化

　
　
　
対
策
地
域
協
議
会
役
員
会

９
月
３
日　
議
会
運
営
委
員
会　

会期：9月 10 日～ 18 日
議案：７件　　   発議：２件
全員協議会での報告：２件
全会一致で 可決・承認

4 億 2,853 万 3千円 増額一 般 会 計
補 正 予 算

前回と同じく出席者全員が
マスク着用で臨んだ定例会。

演壇 ・ 議長席には飛沫防止の
アクリル板が設置された。

前回と同じく出席者全員が
マスク着用で臨んだ定例会。

演壇 ・ 議長席には飛沫防止の
アクリル板が設置された。

光ファイバ設備整備事業費補助

3 億 5,580 万円
光ファイバ設備整備事業費補助

3 億 5,580 万円

 
総額は 43 億 8,362 万 4千円に

な
か
の　

か
つ
み

　

ほ
り　
か
ず
や

お
だ　
　
ま
さ
き

た
は
ら　

と
し
こ

や
す
み
つ

あ
き
ふ
み

み
う
ら　

み
わ
こ

無角和種との出会い創出
プロジェクト事業委託費

976 万７千円

無角和種との出会い創出
プロジェクト事業委託費

976 万７千円
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議

案

審

議
　

◆
阿
武
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
高
速
化
・

「
光
フ
ァ
イ
バ
設
備
整
備
事
業
」

の
実
施
に
伴
い
、
新
た
に
過
疎
債

を
借
り
入
れ
る
た
め
、
過
疎
計
画

へ
の
追
加
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
固
定
資
産
評
価
審
査

　
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き

　
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る

中
野
克
美
委
員
（
宇
生
賀
中
央
）

と
堀 

和
也
委
員
（
宇
田
中
央
）
の

再
任
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を

得
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
教
育
委
員
会
委
員
の

　
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

　
こ
と
に
つ
い
て

　
９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る

小
田 

正
紀
氏
（
宇
田
中
央
）
と

田
原 

俊
子
氏
（
河
内
）
の
後
任

と
し
て
、
教
員
経
験
者
の
安
光

明
文
委
員
（
惣
郷
）
と
、
保
護
者

代
表
の
三
浦 

美
和
子
委
員（
下
郷
）

を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
同
意
を
得
る
も
の
で
す
。

今
回
の
主
な
補
正
内
容

◆
令
和
２
年
度 

阿
武
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
回
）

　
４
億
２
８
５
３
万
３
千
円
を

追
加
し
、
総
額
43
億
８
３
６
２
万

４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
総
務
費
は
、
３
億
７
１
４
４
万

９
千
円
の
増
額
で
す
。
感
染
症

対
策
が
主
な
も
の
で
、
町
有
施
設

の
通
称
「
Ｌ
ベ
ー
ス
」
の
改
修
に

伴
う
設
計
・
監
理
委
託
料
の
新
規

計
上
、
庁
舎
女
子
更
衣
室
の
一
部

を
改
修
し
て
作
る
防
災
備
蓄
倉
庫

の
改
修
工
事
、
本
庁
・
各
支
所
の

自
動
化
さ
れ
て
い
な
い
水
道
蛇
口

取
替
工
事
、
選
挙
時
の
感
染
防
止

対
策
物
品
購
入
、
光
フ
ァ
イ
バ

設
備
整
備
事
業
費
補
助
金
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
の
開
催
経
費
の

新
規
計
上
な
ど
で
す
。

　
民
生
費
は
、
62
万
８
千
円
の

増
額
で
、
外
国
青
年
招
致
事
業
の

人
件
費
の
追
加
分
（
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
、
毎
年
10
月
着
任
の
外
国

青
年
が
今
年
は
来
日
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
、
現
在
の
保
育
士

補
助
員
の
滞
在
を
１
年
延
長
す
る

こ
と
に
伴
う
増
額
）、
み
ど
り

保
育
園
本
園
の
玄
関
前
屋
根

修
理
代
の
新
規
計
上
ほ
か
で
す
。

　
衛
生
費
は
、
２
６
７
万
８
千
円

の
増
額
で
、
福
賀
診
療
所
の
外
壁

木
造
部
の
塗
装
工
事
な
ど
に
係
る

国
民
健
康
保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）

の
特
別
会
計
繰
出
金
の
ほ
か
、

海
岸
漂
着
ご
み
処
理
委
託
料
の

増
額
な
ど
で
す
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
２
１
０
７
万

５
千
円
の
増
額
で
、
西
台
農
道

舗
装
工
事
、
資
源
循
環
型
肉
用
牛

経
営
育
成
事
業
補
助
金
、「
無
角

和
種
と
の
出
会
い
創
出
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
」
委
託
料
、
奈
古
漁
港

（
沢
松
）
舗
装
工
事
の
新
規
計
上

ほ
か
で
す
。

　
商
工
費
は
、
６
５
６
万
４
千
円

の
増
額
で
、
コ
ロ
ナ
関
係
の
流
通

改
善
支
援
補
助
金
の
追
加
、
道
の
駅

テ
ナ
ン
ト
調
理
機
器
等
移
設
業
務

委
託
料
の
新
規
計
上
な
ど
で
す
。

　
土
木
費
は
、
１
６
１
６
万
５
千
円

の
増
額
で
、
新
規
計
上
の
町
道
亀
山

十
王
堂
線
の
道
路
改
良
事
業
を

は
じ
め
、
野
地
踏
切
拡
幅
修
正

設
計
委
託
料
、
阿
武
中
学
校
裏
の

奈
古
中
央
線
防
災
事
業
測
量
設
計

委
託
料
な
ど
で
す
。

　
消
防
費
は
、
17
万
４
千
円
の

増
額
で
、
下
郷
消
防
水
利
施
設
の

井
戸
蓋
の
交
換
、
お
よ
び
看
板
取

替
に
係
る
修
繕
料
で
す
。

　
教
育
費
は
、
９
８
０
万
円
の

増
額
で
、
教
育
用
情
報
端
末
整
備

委
託
料
、
教
育
長
室
の
空
調
取
替

工
事
の
ほ
か
、
新
規
計
上
で
小
中

学
校
に
整
備
す
る
空
気
清
浄
機

な
ど
感
染
症
対
策
備
品
、
町
民

セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
用
の

非
接
触
体
温
感
知
シ
ス
テ
ム
、

体
育
セ
ン
タ
ー
の
水
道
蛇
口
取
替

工
事
な
ど
で
す
。

　
２
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算　

◆
令
和
２
年
度 

阿
武
町
国
民
健
康

　
　
　
　
保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
包
括
支
援
事
業
経
費
の
新
規

計
上
、
お
よ
び
福
賀
診
療
所
外
壁

木
造
部
塗
装
工
事
な
ど
に
２
８
９
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
６
１
９
２
万

８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
２
年
度 

阿
武
町

　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
補
正
予
算
（
第
２
回
）

　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の

増
額
に
伴
い
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
か
ら
の
組
み
替
え
を
行
う

ほ
か
、
令
和
元
年
度
精
算
に
伴
う

介
護
給
付
費
負
担
金
等
返
還
金
の

増
額
に
よ
る
も
の
で
、
１
１
４
１
万

２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
６
億

７
１
３
８
万
９
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　
　

決

算

の

認

定　
　

◆
令
和
元
年
度 

阿
武
町

　
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
と
、

７
つ
の
特
別
会
計
に
つ
い
て
、

監
査
結
果
を
基
に
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　
　

２

件

の

発

議　
　

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
の
影
響
に
伴
う

　
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に

　
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
が
甚
大
な

経
済
的
・
社
会
的
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
、
地
方
税
・
地
方
交
付
税

の
大
幅
な
減
少
な
ど
に
よ
り
、

今
後
の
地
方
財
政
は
か
つ
て
な
い

厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
地
方
税
・
地
方
交
付
税

な
ど
の
一
般
財
源
の
総
額
の
確
保

に
つ
い
て
、
強
く
国
に
要
望
す
る

た
め
、
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の

で
す
。

◆
議
員
派
遣
に
つ
い
て

　
事
務
作
業
軽
減
と
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
に
よ
る
経
費
削
減
を
目
的

に
、
議
会
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
導
入
に
向
け
た
先
進
地
視
察

と
し
て
、
長
門
市
議
会
に
全
議
員

を
派
遣
（
10
月
19
日
）
す
る
こ
と

を
決
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　

全

員

協

議

会　
　

◆
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

　
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

　
健
全
化
判
断
比
率 

及
び 

　
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　
「
財
政
健
全
化
法
」
の
規
定
に

基
づ
き
、
令
和
元
年
度
決
算
に

お
け
る
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
を

報
告
す
る
も
の
で
す
。

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

  《
》：
契
約
日
・
方
法　
【
】：
契
約
金
額

　

  （
）：
契
約
の
相
手
方　

※
 

：
工
期
な
ど

・
阿
武
町
道
の
駅
テ
ナ
ン
ト
棟

新
設
工
事

　

  《
９
月
３
日
付
・

指
名
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
入
札
》

【
２
９
９
９
万
７
千
円
】

（
阿
武
建
設
㈱
）

※

９
月
４
日
〜
11
月
10
日

・
阿
武
町
道
の
駅
交
流
ス
ペ
ー
ス

新
設
工
事

　

  《
９
月
３
日
付
・

指
名
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
入
札
》

【
１
９
９
９
万
８
千
円
】

（
阿
武
建
設
㈱
）

※

９
月
４
日
〜
11
月
10
日

・
宇
田
郷
漁
港
尾
無
地
区

　
Ｌ
尾
無
防
波
堤 

機
能
保
全
工
事

　

  《
８
月
26
日
付
・
指
名
競
争
入
札
》

【
１
７
８
２
万
円
】

（
黒
瀬
建
設
㈱
）

※
８
月
27
日
〜
翌
年
３
月
12
日

・
阿
武
町
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

策
定
業
務

《
６
月
25
日
付
・
指
名
競
争
入
札
》

【
６
６
０
万
円
】

（
㈱
パ
ス
コ
）

※

６
月
26
日
〜
翌
年
２
月
26
日

　
　

現

地

踏

査　
　

・
町
道
東
方
筒
尾
線
道
路
改
良

工
事
完
成
箇
所
（
奈
古
）

・
木
与
防
災
残
土
処
理
予
定
箇
所

（
惣
郷
）

・
木
与
防
災
事
業

（
田
部
側
入
口
付
近
）

　
　

議
会
の
動
静　
　

　
（
令
和
２
年
７
月
〜
９
月
）

 

７
月
６
日　
議
会
全
員
協
議
会

　
（
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
配
備
計
画

　

  

に
係
る
防
衛
省
に
よ
る
説
明
会
の 

　

  

要
否
に
つ
い
て
／
新
た
な
風
力

　

  

発
電
事
業
の
計
画
に
つ
い
て
）

 

７
月
27
日　
阿
武
中
学
校
訪
問

　
（
阿
武
町
子
ど
も
議
会
説
明
会

阿
武
中
学
校
２
年
生
対
象
）

 

８
月
５
日  　
萩
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー 

理
事
長 

来
庁

　
（
補
助
金
確
保
の
要
望
）

 

８
月
25
日　
阿
武
町
地
球
温
暖
化

　
　
　
対
策
地
域
協
議
会 

役
員
会

 

９
月
３
日　
議
会
運
営
委
員
会　

市原   旭   議員
❶コロナ禍における
　今後の「まちづくり」について

❷自伐型林業について

伊藤 敬久 議員
❶集落排水と合併浄化槽について

清水 教昭 議員
❶地域に生きている遺産の巨樹や老木を
　未来の住民に届けるには

❷自然豊かな山紫水明の大地に
　風力発電事業は　「まちづくり」に寄与するのか

しみず    のりあき いちはら    あきら

   
いとう    よしひさ

一 般 質 問   《 詳しい内容は「議会だより｣（Ｐ６～）に掲載しています 》
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ま
ち
づ
く
り
が
一
歩
前
進

　
「
ネ
ッ
ト
高
速
化
」の
需
要
に
加
え
、

定
住
促
進
・
企
業
誘
致
で
課
題
と

な
っ
て
い
た「
光
回
線
」の
整
備
を
、

国
の
高
度
無
線
環
境
整
備
推
進
事
業

お
よ
び
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
」
で
、

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
教
育
環
境
整
備

を
進
め
る
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
活
用
に
よ
り
、
今
年
度
、
事
業

実
施
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
事
業
者
の
選
定
は
、
８
月
19
日
に

コ
ン
ペ
形
式
で
行
わ
れ
、「
萩
テ
レ
ビ
」

と
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
山
口
支
店
」
の

２
社
が
参
加
。
民
設
民
営
方
式
の

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
事
業
費

な
ど
の
面
か
ら
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
の
実
質
負
担
金
は

約
４
８
０
０
万
円

　
総
事
業
費
は
４
億
８
７
０
０
万
円
。

事
業
主
体
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
、
国
の
高
度

無
線
環
境
整
備
推
進
事
業
補
助
金

１
億
３
１
２
０
万
円
を
引
い
た
、

３
億
５
５
８
０
万
円
が
、
阿
武
町
の

整
備
負
担
金
と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、  

国
の
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
１
億
９
８
４
６
万
円
や
、

過
疎
債
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
活
用

す
る
こ
と
で
、 町
が
実
質
的
に
負
担

す
る
金
額
は
、 約
４
８
０
０
万
円
と

な
る
見
込
み
で
す
。

整
備
完
了
は
来
年
度
予
定

　
「
光
回
線
」整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
９
月
議
会
で
補
正
予
算
が

可
決
さ
れ
て
お
り
、
国
の
補
助
金

交
付
決
定
後
、
た
だ
ち
に
着
手
と

な
り
ま
す
が
、「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
」

と
し
て
全
国
各
地
で
同
様
の
整
備
が

並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

完
成
は
来
年
度
（
令
和
３
年
度
）

の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

未
来
を
支
え
る
光
回
線

　
「
光
回
線
」は
、通
信
の
み
な
ら
ず
、

医
療
・
福
祉
な
ど
生
活
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
活
用

さ
れ
る
社
会
の
た
め
の
基
盤
で
あ
り
、

私
た
ち
の
未
来
を
支
え
る
、
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
教
育
現
場
に
お
い
て
も
、

令
和
時
代
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て

「
児
童
生
徒
１
人
１
台
通
信
端
末
」 の

導
入
を
め
ざ
す
構
想
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、 イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
の
整
備
は
、
今
後
ま
す
ま
す
、

社
会
に
お
け
る
重
要
な
意
味
を
も
つ

も
の
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
実
現
す
る

光
回
線
（
光
フ
ァ
イ
バ
）
整
備
事
業
を

９
月
議
会
で
決
定
。
完
成
は
来
年
度

ＮＴＴ西日本
ＷＥＢサイト

光 回 線 整 備 後 の サ ー ビ ス 料 金 な ど、
詳 し い 情 報 は 改 め て お 知 ら せ
い た し ま す が、 「ＮＴＴ西 日 本」 の
Ｗｅｂサイトでもご確認いただけます。

な お、 「萩 テ レ ビ」 の テ レ ビ 放 送 や
既 存 の イ ン タ ー ネ ッ ト 回 線 に 関 す る
サ ー ビ ス は、 こ れ ま で と 同 様 で す。

参 

考

身の回りのあらゆる物が通信でつながる
「ＩｏＴ」（モノのインターネット） は
すでに社会全体で浸透しつつある

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
高
速
化
へ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
「
フ
レ
ッ
ツ
光
」 を
選
定

整備対象は町内全地区　最大通信速度１ギガ
（サービス加入は希望者のみ）

最大通信速度は、技術規格上の最大値であり、実使用速度を示すものではありません。

阿武・萩の６酒蔵　「コロナに負けるな！」

売り上げ を 阿武町 に 寄付

「コロナに負けるな！」 花田 憲彦 町長と６酒蔵の代表者たち
町長の右隣は、 奈古の酒蔵 「阿武の鶴酒造」 三好 隆太郎 さん

はなだ 　  のりひこ

みよし　　りゅうたろう

６
酒
蔵
の
酒
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
限
定
商
品

ラ
ベ
ル
に
は
﹁
ア
マ
ビ
エ
﹂
の
イ
ラ
ス
ト

・阿武の鶴酒造
・岩崎酒造
・岡崎酒造場

・澄川酒造場
・中村酒造
・八千代酒造

寄付金額10万円
コロナ禍で落ち込んでいた「地酒需要」喚起のため
地酒を持ち寄った、限定3,000本のブレンド酒が完売。
その売り上げの一部を、「地域への恩返し」として、
まちづくりのために寄付していただきました。

純
米
大
吟
醸

 

コ
ロ
ナ
に

　
　

負
け
る
な
！
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打
ば
て

響
く

花田 憲彦 町長

　

９
月
の
台
風
��
号
の
話
で
す
︒事
前
の
予
報

で
は﹁
特
別
警
報
級
﹂と
い
う
こ
と
で
︑大
変
︑心
配

し
ま
し
た
が
︑進
路
が
県
の
西
側
で
あ
っ
た
た
め
︑

結
果
的
に
は
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

実
は
︑台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
９
月
１
日
に

役
場
の
管
理
職
会
議
を
開
き
︑避
難
所
や
避
難
の

受
け
入
れ
体
制
︑特
に
︑障
が
い
者
な
ど
の﹁
福
祉

避
難
所
﹂︵
恵
寿
苑
・い
ら
お
苑
・
ひ
だ
ま
り
の
里
︶

へ
の
避
難
に
つ
い
て
︑再
確
認
と
徹
底
の
指
示
を

し
た
ば
か
り
で
し
た
︒

　

実
際
の
避
難
者
は
︑町
民
セ
ン
タ
ー
に
５
世
帯

��
人
︑の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
に
６
世
帯
６
人
︑

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
��
世
帯
��
人
︑そ
し
て
︑

﹁
福
祉
避
難
所
﹂の
︑恵
寿
苑
に
介
助
者
含
め
６
人
︑

い
ら
お
苑
に
２
人
︑ひ
だ
ま
り
の
里
に
２
人
で
︑

合
計
��
人
の
方
が
避
難
さ
れ
ま
し
た
︒

　

こ
う
し
た
中
︑台
風
一
過
の
９
月
９
日
の
お
昼
︑

障
が
い
者
の
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
恵
寿
苑
に
避
難

さ
れ
た
と
い
う
お
母
さ
ん
が
︑﹁
ぜ
ひ
会
い
た
い
﹂と

役
場
ま
で
︑私
を
訪
ね
て
来
ら
れ
ま
し
た
︒

　
﹁
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
？
﹂と
尋
ね
た
と
こ
ろ
︑

﹁
こ
の
度
の
台
風
で
不
安
に
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
︑

役
場
の
保
健
師
さ
ん
か
ら
︑親
身
に
な
っ
て
避
難
を

勧
め
ら
れ
︑恵
寿
苑
に
避
難
し
ま
し
た
︒そ
し
て
︑

恵
寿
苑
で
も
︑す
ご
く
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
て
︑

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
か
ら
︑ど
う
し
て
も
︑お
礼
を

言
い
た
い
の
で
来
ま
し
た
﹂と
の
こ
と
で
し
た
︒

　

私
は
︑﹁
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒

そ
れ
を
聞
い
て
︑私
も
嬉
し
い
で
す
﹂と
申
し
上
げ

ま
し
た
︒町
長
冥
利
に
尽
き
る
と
は
︑ま
さ
に

こ
の
こ
と
︒胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
︒

　

も
ち
ろ
ん
︑す
ぐ
に

恵
寿
苑
と
保
健
師
に
も

連
絡
︒心
か
ら
の
お
礼
の

言
葉
を
伝
え
ま
し
た
︒

はなだ のりひこ

町長
コラム

町
長
冥
利

令和 � 年度 交通安全功労者表彰
 ◆地区表彰（萩警察署長・萩交通安全協会長連盟表彰）
    ■優良運転者
　　西村 弘義 さん（宇田中央）　　梅地 和男 さん（宇田中央）　　

 ◆協会長表彰（萩交通安全協会長表彰）
    ■交通安全功労者
　　林　輝美 さん（西の二）

    ■優良運転者
　　近藤 光明 さん（宇田中央）　　藤村 季志 さん（惣郷）
　　岩本 裕子 さん（惣郷）　　　　藤村 千鶴 さん（宇田浦）
　　安光 由美子 さん（惣郷）

にしむら　ひろよし   うめじ　    かずお

はやし　　 てるみ　

こんどう　みつあき ふじむら　としゆき

いわもと　 ゆうこ ふじむら　  ちづる

やすみつ　    ゆ  み  こ 交 通 安 全 功 労 者
林 輝美さん （協会長表彰）

い
ま
の
季
節
は 

す
ぐ
に
暗
く
な
る
け
ぇ

夜
に
歩
く
と
き
は ﹁
反
射
材
﹂ を
着
け
て

車
か
ら 

見
え
る
よ
う
に
せ
ん
と
い
け
ん
よ
！

夕暮れ・夜間・早朝は、 ドライバーから物の形・色が見えにくいため、
必ずしも、 ドライバーが自分の姿に気づいているとは限りません。
歩いて外出するときは、「明るく目立つ色の服装」 と 「反射材」 を
活 用 す る な ど、自 分 の 存 在 を ア ピ ー ル す る こ と が 大 切 で す！

光 っ て
知 ら せ る

反 射 材

住宅用火災警報機の取り付けが困難な方は、
消防署員がご自宅に伺い、 無償で取り付けます。

（土日祝除く。 警報器を購入後ご連絡ください）

問：萩市消防本部 予防課 ☎0838-25-2798 　 阿武町役場 総務課 ☎ 2-3110

阿武町消防団員も募集中！

写 真 左 か ら、矢 次 稔 浩 本 部 長

福賀分団  梅田 将成・松村 直樹 

やつぎ　 としひろ

うめだ　 まさなり まつむら　なおき
ま ち を ま も る
ヒーローたち

警報機 小さな器具で 大火止め

住宅用火災警報器の設置は義務です！

11 月９日 （月） から 15 日 （日） まで

山口県火災予防運動令和２年
秋　　季
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一
般
質
問　
第
５
回
定
例
会  

９
月
10
日

  しみず　  のりあき

清水 教昭 議員

 いちはら 　  あきら

市原　 旭  議員
風力発電の「事業想定区域」地図
（日立サステナブルエナジー作成）

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

問　
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
町
内

事
業
所
へ
の
就
職
を
促
進

す
る
た
め
の
環
境
整
備
や
、

設
備
投
資
な
ど
へ
の
補
助
は
。

町
長　
補
助
制
度
の
創
設
、

住
宅
整
備
費
・
家
賃
の
補
助

な
ど
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

自
伐
型
林
業
につ

い
て

大
半
が
兼
業
。

町
は
担
い
手
と
し
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊

（
林
業
支
援
員
）
を

採
用
し
て
い
る

問　
「
森
里
海
新
た
な
し
ご
と

創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は

「
自
伐
型
林
業
」
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の

募
集
、
研
修
会
、
講
習
会
の

行
っ
て
お
り
、
任
期
満
了
後

は
、
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

町
有
林
を
貸
与
す
る
方
針

で
あ
る
。

　
「
自
伐
」
に
取
り
組
む
方
の

大
半
は
、
農
業
な
ど
と
兼
業

し
て
い
る
。

　

当
面
は
、
森
林
環
境
譲
与

税
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、

荒
廃
森
林
の
解
消
や
放
置

森
林
の
再
保
育
に
向
け
た

取
り
組
み
を
優
先
し
つ
つ
、

町
内
の
山
林
を
活
か
す
た
め

の
施
策
を
進
め
た
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の

更
新
時
の
補
助
は

制
度
の
導
入
を

前
向
き
に
検
討
す
る

問　
阿
武
町
の
下
水
事
業
は
、

集
落
排
水
と
合
併
浄
化
槽
の

２
事
業
が
あ
る
。

　

設
置
目
的
は
、
生
活
排
水

に
よ
る
公
共
水
域
（
特
に
、

町
内
の
飲
料
水
源
で
あ
る

問　
移
住
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
利
用
目
的
や
期
間
、

家
族
構
成
を
考
慮
し
た
新
築

住
宅
の
計
画
は
。

町
長　
阿
武
町
の
物
件
見
学

の
際
に
は
、
町
内
の
農
漁
家

民
宿
の
利
用
を
勧
め
て
い
る
。

地
元
の
様
子
が
聞
け
、
移
住

定
住
の
参
考
に
な
り
、
大
変

良
い
と
評
判
で
あ
る
。
ま
た
、

奈
古
浦
に
は
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

２
軒
が
誕
生
し
、
若
い
方
の

利
用
が
増
え
て
い
る
。

　

阿
武
町
暮
ら
し
支
援
セ
ン

タ
ー
や
集
落
支
援
員
の
活
動

を
は
じ
め
、「
お
試
し
住
宅
」

の
設
置
な
ど
の
取
り
組
み
が
、

移
住
定
住
へ
の
相
乗
効
果
を

生
む
と
考
え
て
い
る
。

問　
家
庭
菜
園
付
き
住
宅
の

貸
し
出
し
、
農
機
具
な
ど
の

レ
ン
タ
ル
環
境
の
整
備
は
。

町
長　
空
き
家
、
耕
作
者

不
在
、
農
地
荒
廃
と
い
っ
た

課
題
が
あ
る
一
方
で
、Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
者
か
ら
は
自
家
野
菜

へ
の
強
い
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

農
地
法
と
の
調
整
も
あ
る
が
、 

制
度
づ
く
り
を
検
討
し
た
い
。

　

し
か
し
、
農
機
具
な
ど
は
、

ま
ず
は
利
用
者
に
用
意
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

題
材
と
し
た
り
、
住
民
に

紹
介
し
た
り
す
る
な
ど
の

活
用
を
問
う
。

教
育
長　
町
の
国
定
公
園
内

に
は「
第
１
種
特
別
地
域
」が
、

２
ヶ
所
あ
る
。

　

姫
島
は
、
昭
和
56
年
に

「
姫
島
樹
林
」
と
し
て
県
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、

県
教
育
委
員
会
の
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

モ
ド
ロ
岬
・
ビ
シ
ャ
ゴ
瀬

は
、｢

ビ
ャ
ク
シ
ン｣

の
自
生
地

で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
教
育
の
題
材
化

や
、
住
民
へ
の
さ
ら
な
る

周
知
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

問　
町
内
の
３
地
区
に
は
、

地
域
や
集
落
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
巨
樹
や
老
木
が

「
生
き
て
い
る
遺
産
」
と
し
て

存
在
し
て
い
る
が
、
関
連
の

取
り
組
み
は
あ
る
か
。

教
育
長　
巨
樹
や
老
木
に
は
、

伝
統
的
・
文
化
的
・
学
術
的

価
値
が
あ
り
、
後
世
に
残
す

た
め
に
、
保
存
す
べ
き
樹
木

や
樹
林
は
、
天
然
記
念
物
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

特
に
保
存
す
る
必
要
が

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
町
の

文
化
財
審
議
会
で
協
議
し
、

検
討
し
た
い
。

問　
遠
岳
山
の
山
頂
に

向
か
っ
て
、
作
業
道
の
造
成

工
事
を
行
っ
て
い
る
が
、

自
然
公
園
の
規
制
確
認
と
、

巨
樹
・
老
木
の
調
査
状
況
は
。

農
林
水
産
課
長　
　

現
場
は
、

第
３
種
特
別
地
域
に
指
定

さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
だ
が
、

作
業
道
の
開
設
に
あ
た
っ
て

事
業
者
よ
り
、「
土
地
の
形
状

変
更
」
の
許
可
申
請
が
提
出

済
み
で
あ
る
。
保
安
林
の

指
定
も
あ
る
が
、「
土
地
の

形
質
変
更
行
為
」
と
「
樹
木

の
伐
採
行
為
」
の
届
出
も
、

す
で
に
完
了
し
て
い
る
。

　

巨
樹
や
老
木
は
支
障
木
と

し
な
い
よ
う
な
作
業
道
の

開
設
を
計
画
し
て
い
る
。

問　
町
に
お
け
る
「
保
存

樹
木
の
条
例
指
定
」
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
問
う
。　
　

教
育
長　
全
国
７
４
３
町
の

う
ち
46
町
で
条
例
を
制
定
し

て
お
り
、制
定
率
は
６
・
２
％
、

県
内
の
町
で
は
０
％
で
あ
る
。

　

多
く
は
都
市
計
画
区
域
内

の
市
区
町
村
が
制
定
し
て

い
る
が
、
阿
武
町
は
都
市

計
画
区
域
で
は
な
い
た
め
、

樹
木
・
樹
林
の
保
護
は
、

文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
き

保
存
を
し
て
い
く
。

風
力
発
電
は

ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
す
る
の
か

最
新
の
知
見
と

科
学
的
根
拠
で

判
断
を
す
る

問　
行
政
の
立
場
と
し
て
、

何
を
も
っ
て
「
ま
ち
づ
く
り
」

と
結
び
つ
け
、
住
民
の
方

へ
の
理
解
を
求
め
る
の
か
を

問
う
。

町
長　
発
電
事
業
の
許
認
可

権
限
は
経
済
産
業
大
臣
に

あ
り
、
行
政
の
立
場
は
、

「
や
る
の
な
ら
、
ち
ゃ
ん
と

や
っ
て
く
だ
さ
い
よ
」
と

求
め
る
立
場
で
あ
る
た
め
、

大
き
く
「
ま
ち
づ
く
り
に

及
ぼ
す
影
響
」
に
つ
い
て
の

言
及
は
、
事
業
が
も
う
少
し

具
体
化
し
て
か
ら
で
あ
る
。

問　
事
業
を
推
進
し
た
場
合

の
地
元
活
性
化
に
つ
い
て

問
う
。

コ
ロ
ナ
を
追
い
風
に

田
園
回
帰
の
流
れ
が

一
層
、
本
格
化
す
る

と
想
定
し
、
ネ
ッ
ト

高
速
化
な
ど
、
人
の

流
れ
を
受
け
入
れ
る

準
備
を
行
う

問　
光
通
信
整
備
の
進
捗
は
。

町
長　
１
ギ
ガ
サ
ー
ビ
ス
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

令
和
３
年
度
の
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
整
備
す
る
。

問　
企
業
誘
致
や
新
た
な

し
ご
と
創
出
の
受
け
皿
と

な
る
町
有
施
設
「
Ｌ
ベ
ー
ス
」

（
旧
・
㈱
ナ
ベ
ル
工
場
）
改
修

の
進
捗
は
。

町
長　
コ
ロ
ナ
禍
で
進
展

す
る
企
業
の
在
宅
勤
務
や
、

地
方
へ
の
転
出
の
動
き
を

捉
え
る
た
め
、
光
通
信
整
備

を
活
用
し
、
企
業
誘
致
や

し
ご
と
創
出
を
図
る
。　

問　
人
口
定
住
対
策
に
関
し
、

単
身
者
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た

住
宅
の
確
保
は
。

町
長　
既
存
住
宅
の
大
部
分

が
広
す
ぎ
て
、
現
代
人
に
は

使
い
勝
手
が
悪
い
の
も
事
実
。

住
宅
の
単
身
者
対
応
を
検
討

す
る
必
要
も
あ
る
。

景
観
や
騒
音
な
ど
の
環
境

問
題
は
少
な
い
と
い
っ
た

利
点
が
あ
り
、
さ
ら
に
大
型

風
車
の
設
置
・
運
搬
が
容
易

で
あ
る
。
た
だ
し
、
遠
浅
で

堅
牢
な
海
底
地
盤
な
ど
の

条
件
が
必
要
と
な
り
、
場
所

が
限
定
さ
れ
る
。

　

従
来
か
ら
の
先
入
観
を

排
し
、
そ
の
上
で
、
最
新
の

知
見
と
科
学
的
根
拠
に

基
づ
い
て
事
業
の
全
体
像
を

見
極
め
、
冷
静
な
判
断
を

し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

町
長　
ま
だ
事
業
者
か
ら
の

説
明
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

風
車
設
置
場
所
が
決
ま
っ
た

訳
で
も
、
現
地
で
の
風
況

調
査
に
基
づ
く
発
電
量

予
測
が
行
わ
れ
た
訳
で
も

な
い
た
め
、
現
時
点
で
は

明
確
な
回
答
は
で
き
な
い
。

　

な
お
、
他
の
事
例
で
は

固
定
資
産
税
や
協
力
金
と

い
っ
た
形
で
、
地
域
貢
献
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
意
見

は
聞
い
て
い
る
。

問　
騒
音
や
影
、
鳥
類
な
ど

の
生
物
や
湧
水
へ
の
環
境

影
響
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　
事
業
実
施
想
定
区
域

は
作
業
道
も
含
め
た
建
設
に

関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
区
域

で
あ
る
。
環
境
へ
の
影
響
に

つ
い
て
万
全
の
配
慮
を
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
方
法
書

が
提
出
さ
れ
た
「
環
境
影
響

評
価
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）」
の

手
続
き
の
中
で
、
再
度
、

事
業
者
に
強
く
要
望
を
す
る
。

問　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
主
力
化
は
、
洋
上
風
力

産
業
に
移
行
し
た
こ
と
に

つ
い
て
問
う
。　
　
　

町
長 　
洋
上
風
力
は
、
陸
上

に
く
ら
べ
て
風
況
も
良
く
、

町
内
河
川
）
の
水
質
汚
濁
を

防
止
す
る
補
助
事
業
と
し
て

推
進
さ
れ
た
。

　

集
落
排
水
は
平
成
元
年
に

奈
古
か
ら
始
ま
り
、
平
成

16
年
の
宇
生
賀
に
至
る
ま
で
、

計
11
地
区
に
整
備
さ
れ
た
。

（
普
及
率
は
84
％
）

　

合
併
浄
化
槽
は
、
平
成

３
年
度
の
補
助
制
度
開
始

以
来
、
令
和
元
年
度
ま
で
に

１
７
６
基
が
設
置
さ
れ
た
。

（
普
及
率
は
８
・
３
％
）

　

町
内
の
下
水
道
普
及
率
は

92
・
３
％
で
あ
る
が
、
集
落

排
水
事
業
の
排
水
施
設

（
本
管
と
処
理
場
施
設
）
の

更
新
は
公
費
で
行
わ
れ
る
が
、

そ
の
一
方
、
合
併
浄
化
槽
の

更
新
に
は
国
の
補
助
制
度
が

無
く
、
町
の
補
助
も
な
い
。

　

国
の
制
度
の
隙
間
を
埋
め
、

住
民
の
要
望
に
添
っ
た
施
策

を
担
う
こ
と
が
地
方
行
政
の

役
目
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

合
併
浄
化
槽
の
更
新
に
係
る

新
た
な
補
助
制
度
の
導
入
は

で
き
な
い
か
。

町
長　
町
で
は
こ
れ
ま
で
、

「
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」
を

制
定
し
、
国
に
上
乗
せ
す
る

開
催
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
が
、

そ
の
成
果
・
反
省
点
は
。

　

ま
た
、
第
一
次
産
業
の
中

で
も
、
林
業
は
担
い
手
が

少
な
く
、
指
導
者
も
少
な
い
。

　

課
題
解
決
の
た
め
、
森
林

を
集
約
し
て
「
林
業
法
人｣

を

設
け
、
新
規
参
入
を
容
易
に

す
る
よ
う
な
仕
組
み
を

考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　
町
内
で
林
業
に
従
事

し
て
い
る
方
・
興
味
の
あ
る

方
に
「
自
伐
型
林
業
」
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

２
度
の
講
演
会
を
実
施
し
、 

そ
の
後
も
、
各
種
の
技
術

講
習
会
を
開
催
し
て
き
た
。

　

間
伐
材
の
搬
出
・
薪
割
り
・

製
材
・
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
操
作

に
つ
い
て
は
、
基
礎
か
ら

伐
採
に
至
る
ま
で
の
技
術
や
、

作
業
道
の
整
備
方
法
な
ど
、

全
５
回
、
延
べ
７
日
間
に

渡
る
研
修
を
行
っ
た
。

　

新
た
な
し
ご
と
創
出
の

一
環
と
し
て
は
、
将
来
の

「
自
伐
」
の
担
い
手
と
な
る

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
林
業

支
援
員
）」
を
採
用
し
、現
在
、

筒
尾
か
ら
遠
岳
山
に
向
か
う

林
内
作
業
道
の
開
設
・
間
伐

な
ど
に
つ
い
て
実
践
研
修
を

巨
樹
や
老
木
を

未
来
に
届
け
る
に
は

文
化
財
保
護
条
例
に

基
づ
き
保
存
を
指
定

問　
木
与
防
災
道
路
の
法
面

に
生
え
て
い
る
樹
木
の
中
で
、

「
後
の
世
」
に
残
す
べ
き
樹
木

に
関
す
る
調
査
状
況
を
問
う
。

土
木
建
築
課
長　
木
与
防
災

事
業
に
お
け
る
樹
木
調
査
で
は

「
用
材
木
」、「
鑑
賞
樹
・
庭
木
」、

「
収
穫
樹
」
と
分
類
し
て
い
る
。

　

樹
木
調
査
は
完
了
し
て

い
る
が
、
国
土
交
通
省
で
は
、

種
類
・
大
き
さ
と
も
に
、
ご
く

一
般
的
な
も
の
で
あ
る
と
判
定

し
て
い
る
。

問　
北
長
門
海
岸
国
定
公
園

が
、
町
の
一
画
に
存
在
し
、

そ
の
中
に
は
、
自
然
公
園
の

規
制
が
あ
る
。
樹
木
の
種
類

と
特
徴
を
把
握
し
、
教
育
の

6
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Ａ

   いとう　  よしひさ

伊藤 敬久 議員

Ａ Ｑ

ＱＡ 問　
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
町
内

事
業
所
へ
の
就
職
を
促
進

す
る
た
め
の
環
境
整
備
や
、

設
備
投
資
な
ど
へ
の
補
助
は
。

町
長　
補
助
制
度
の
創
設
、

住
宅
整
備
費
・
家
賃
の
補
助

な
ど
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

自
伐
型
林
業
につ

い
て

大
半
が
兼
業
。

町
は
担
い
手
と
し
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊

（
林
業
支
援
員
）
を

採
用
し
て
い
る

問　
「
森
里
海
新
た
な
し
ご
と

創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は

「
自
伐
型
林
業
」
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の

募
集
、
研
修
会
、
講
習
会
の

行
っ
て
お
り
、
任
期
満
了
後

は
、
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

町
有
林
を
貸
与
す
る
方
針

で
あ
る
。

　
「
自
伐
」
に
取
り
組
む
方
の

大
半
は
、
農
業
な
ど
と
兼
業

し
て
い
る
。

　

当
面
は
、
森
林
環
境
譲
与

税
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、

荒
廃
森
林
の
解
消
や
放
置

森
林
の
再
保
育
に
向
け
た

取
り
組
み
を
優
先
し
つ
つ
、

町
内
の
山
林
を
活
か
す
た
め

の
施
策
を
進
め
た
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の

更
新
時
の
補
助
は

制
度
の
導
入
を

前
向
き
に
検
討
す
る

問　
阿
武
町
の
下
水
事
業
は
、

集
落
排
水
と
合
併
浄
化
槽
の

２
事
業
が
あ
る
。

　

設
置
目
的
は
、
生
活
排
水

に
よ
る
公
共
水
域
（
特
に
、

町
内
の
飲
料
水
源
で
あ
る

問　
移
住
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
利
用
目
的
や
期
間
、

家
族
構
成
を
考
慮
し
た
新
築

住
宅
の
計
画
は
。

町
長　
阿
武
町
の
物
件
見
学

の
際
に
は
、
町
内
の
農
漁
家

民
宿
の
利
用
を
勧
め
て
い
る
。

地
元
の
様
子
が
聞
け
、
移
住

定
住
の
参
考
に
な
り
、
大
変

良
い
と
評
判
で
あ
る
。
ま
た
、

奈
古
浦
に
は
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

２
軒
が
誕
生
し
、
若
い
方
の

利
用
が
増
え
て
い
る
。

　

阿
武
町
暮
ら
し
支
援
セ
ン

タ
ー
や
集
落
支
援
員
の
活
動

を
は
じ
め
、「
お
試
し
住
宅
」

の
設
置
な
ど
の
取
り
組
み
が
、

移
住
定
住
へ
の
相
乗
効
果
を

生
む
と
考
え
て
い
る
。

問　
家
庭
菜
園
付
き
住
宅
の

貸
し
出
し
、
農
機
具
な
ど
の

レ
ン
タ
ル
環
境
の
整
備
は
。

町
長　
空
き
家
、
耕
作
者

不
在
、
農
地
荒
廃
と
い
っ
た

課
題
が
あ
る
一
方
で
、Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
者
か
ら
は
自
家
野
菜

へ
の
強
い
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

農
地
法
と
の
調
整
も
あ
る
が
、 

制
度
づ
く
り
を
検
討
し
た
い
。

　

し
か
し
、
農
機
具
な
ど
は
、

ま
ず
は
利
用
者
に
用
意
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

題
材
と
し
た
り
、
住
民
に

紹
介
し
た
り
す
る
な
ど
の

活
用
を
問
う
。

教
育
長　
町
の
国
定
公
園
内

に
は「
第
１
種
特
別
地
域
」が
、

２
ヶ
所
あ
る
。

　

姫
島
は
、
昭
和
56
年
に

「
姫
島
樹
林
」
と
し
て
県
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、

県
教
育
委
員
会
の
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

モ
ド
ロ
岬
・
ビ
シ
ャ
ゴ
瀬

は
、｢

ビ
ャ
ク
シ
ン｣

の
自
生
地

で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
教
育
の
題
材
化

や
、
住
民
へ
の
さ
ら
な
る

周
知
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

問　
町
内
の
３
地
区
に
は
、

地
域
や
集
落
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
巨
樹
や
老
木
が

「
生
き
て
い
る
遺
産
」
と
し
て

存
在
し
て
い
る
が
、
関
連
の

取
り
組
み
は
あ
る
か
。

教
育
長　
巨
樹
や
老
木
に
は
、

伝
統
的
・
文
化
的
・
学
術
的

価
値
が
あ
り
、
後
世
に
残
す

た
め
に
、
保
存
す
べ
き
樹
木

や
樹
林
は
、
天
然
記
念
物
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

特
に
保
存
す
る
必
要
が

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
町
の

文
化
財
審
議
会
で
協
議
し
、

検
討
し
た
い
。

問　
遠
岳
山
の
山
頂
に

向
か
っ
て
、
作
業
道
の
造
成

工
事
を
行
っ
て
い
る
が
、

自
然
公
園
の
規
制
確
認
と
、

巨
樹
・
老
木
の
調
査
状
況
は
。

農
林
水
産
課
長　
　

現
場
は
、

第
３
種
特
別
地
域
に
指
定

さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
だ
が
、

作
業
道
の
開
設
に
あ
た
っ
て

事
業
者
よ
り
、「
土
地
の
形
状

変
更
」
の
許
可
申
請
が
提
出

済
み
で
あ
る
。
保
安
林
の

指
定
も
あ
る
が
、「
土
地
の

形
質
変
更
行
為
」
と
「
樹
木

の
伐
採
行
為
」
の
届
出
も
、

す
で
に
完
了
し
て
い
る
。

　

巨
樹
や
老
木
は
支
障
木
と

し
な
い
よ
う
な
作
業
道
の

開
設
を
計
画
し
て
い
る
。

問　
町
に
お
け
る
「
保
存

樹
木
の
条
例
指
定
」
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
問
う
。　
　

教
育
長　
全
国
７
４
３
町
の

う
ち
46
町
で
条
例
を
制
定
し

て
お
り
、制
定
率
は
６
・
２
％
、

県
内
の
町
で
は
０
％
で
あ
る
。

　

多
く
は
都
市
計
画
区
域
内

の
市
区
町
村
が
制
定
し
て

い
る
が
、
阿
武
町
は
都
市

計
画
区
域
で
は
な
い
た
め
、

樹
木
・
樹
林
の
保
護
は
、

文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
き

保
存
を
し
て
い
く
。

風
力
発
電
は

ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
す
る
の
か

最
新
の
知
見
と

科
学
的
根
拠
で

判
断
を
す
る

問　
行
政
の
立
場
と
し
て
、

何
を
も
っ
て
「
ま
ち
づ
く
り
」

と
結
び
つ
け
、
住
民
の
方

へ
の
理
解
を
求
め
る
の
か
を

問
う
。

町
長　
発
電
事
業
の
許
認
可

権
限
は
経
済
産
業
大
臣
に

あ
り
、
行
政
の
立
場
は
、

「
や
る
の
な
ら
、
ち
ゃ
ん
と

や
っ
て
く
だ
さ
い
よ
」
と

求
め
る
立
場
で
あ
る
た
め
、

大
き
く
「
ま
ち
づ
く
り
に

及
ぼ
す
影
響
」
に
つ
い
て
の

言
及
は
、
事
業
が
も
う
少
し

具
体
化
し
て
か
ら
で
あ
る
。

問　
事
業
を
推
進
し
た
場
合

の
地
元
活
性
化
に
つ
い
て

問
う
。

コ
ロ
ナ
を
追
い
風
に

田
園
回
帰
の
流
れ
が

一
層
、
本
格
化
す
る

と
想
定
し
、
ネ
ッ
ト

高
速
化
な
ど
、
人
の

流
れ
を
受
け
入
れ
る

準
備
を
行
う

問　
光
通
信
整
備
の
進
捗
は
。

町
長　
１
ギ
ガ
サ
ー
ビ
ス
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

令
和
３
年
度
の
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
整
備
す
る
。

問　
企
業
誘
致
や
新
た
な

し
ご
と
創
出
の
受
け
皿
と

な
る
町
有
施
設
「
Ｌ
ベ
ー
ス
」

（
旧
・
㈱
ナ
ベ
ル
工
場
）
改
修

の
進
捗
は
。

町
長　
コ
ロ
ナ
禍
で
進
展

す
る
企
業
の
在
宅
勤
務
や
、

地
方
へ
の
転
出
の
動
き
を

捉
え
る
た
め
、
光
通
信
整
備

を
活
用
し
、
企
業
誘
致
や

し
ご
と
創
出
を
図
る
。　

問　
人
口
定
住
対
策
に
関
し
、

単
身
者
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た

住
宅
の
確
保
は
。

町
長　
既
存
住
宅
の
大
部
分

が
広
す
ぎ
て
、
現
代
人
に
は

使
い
勝
手
が
悪
い
の
も
事
実
。

住
宅
の
単
身
者
対
応
を
検
討

す
る
必
要
も
あ
る
。

景
観
や
騒
音
な
ど
の
環
境

問
題
は
少
な
い
と
い
っ
た

利
点
が
あ
り
、
さ
ら
に
大
型

風
車
の
設
置
・
運
搬
が
容
易

で
あ
る
。
た
だ
し
、
遠
浅
で

堅
牢
な
海
底
地
盤
な
ど
の

条
件
が
必
要
と
な
り
、
場
所

が
限
定
さ
れ
る
。

　

従
来
か
ら
の
先
入
観
を

排
し
、
そ
の
上
で
、
最
新
の

知
見
と
科
学
的
根
拠
に

基
づ
い
て
事
業
の
全
体
像
を

見
極
め
、
冷
静
な
判
断
を

し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

町
長　
ま
だ
事
業
者
か
ら
の

説
明
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

風
車
設
置
場
所
が
決
ま
っ
た

訳
で
も
、
現
地
で
の
風
況

調
査
に
基
づ
く
発
電
量

予
測
が
行
わ
れ
た
訳
で
も

な
い
た
め
、
現
時
点
で
は

明
確
な
回
答
は
で
き
な
い
。

　

な
お
、
他
の
事
例
で
は

固
定
資
産
税
や
協
力
金
と

い
っ
た
形
で
、
地
域
貢
献
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
意
見

は
聞
い
て
い
る
。

問　
騒
音
や
影
、
鳥
類
な
ど

の
生
物
や
湧
水
へ
の
環
境

影
響
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　
事
業
実
施
想
定
区
域

は
作
業
道
も
含
め
た
建
設
に

関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
区
域

で
あ
る
。
環
境
へ
の
影
響
に

つ
い
て
万
全
の
配
慮
を
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
方
法
書

が
提
出
さ
れ
た
「
環
境
影
響

評
価
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）」
の

手
続
き
の
中
で
、
再
度
、

事
業
者
に
強
く
要
望
を
す
る
。

問　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
主
力
化
は
、
洋
上
風
力

産
業
に
移
行
し
た
こ
と
に

つ
い
て
問
う
。　
　
　

町
長 　
洋
上
風
力
は
、
陸
上

に
く
ら
べ
て
風
況
も
良
く
、

町
内
河
川
）
の
水
質
汚
濁
を

防
止
す
る
補
助
事
業
と
し
て

推
進
さ
れ
た
。

　

集
落
排
水
は
平
成
元
年
に

奈
古
か
ら
始
ま
り
、
平
成

16
年
の
宇
生
賀
に
至
る
ま
で
、

計
11
地
区
に
整
備
さ
れ
た
。

（
普
及
率
は
84
％
）

　

合
併
浄
化
槽
は
、
平
成

３
年
度
の
補
助
制
度
開
始

以
来
、
令
和
元
年
度
ま
で
に

１
７
６
基
が
設
置
さ
れ
た
。

（
普
及
率
は
８
・
３
％
）

　

町
内
の
下
水
道
普
及
率
は

92
・
３
％
で
あ
る
が
、
集
落

排
水
事
業
の
排
水
施
設

（
本
管
と
処
理
場
施
設
）
の

更
新
は
公
費
で
行
わ
れ
る
が
、

そ
の
一
方
、
合
併
浄
化
槽
の

更
新
に
は
国
の
補
助
制
度
が

無
く
、
町
の
補
助
も
な
い
。

　

国
の
制
度
の
隙
間
を
埋
め
、

住
民
の
要
望
に
添
っ
た
施
策

を
担
う
こ
と
が
地
方
行
政
の

役
目
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

合
併
浄
化
槽
の
更
新
に
係
る

新
た
な
補
助
制
度
の
導
入
は

で
き
な
い
か
。

町
長　
町
で
は
こ
れ
ま
で
、

「
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」
を

制
定
し
、
国
に
上
乗
せ
す
る

開
催
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
が
、

そ
の
成
果
・
反
省
点
は
。

　

ま
た
、
第
一
次
産
業
の
中

で
も
、
林
業
は
担
い
手
が

少
な
く
、
指
導
者
も
少
な
い
。

　

課
題
解
決
の
た
め
、
森
林

を
集
約
し
て
「
林
業
法
人｣

を

設
け
、
新
規
参
入
を
容
易
に

す
る
よ
う
な
仕
組
み
を

考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　
町
内
で
林
業
に
従
事

し
て
い
る
方
・
興
味
の
あ
る

方
に
「
自
伐
型
林
業
」
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

２
度
の
講
演
会
を
実
施
し
、 

そ
の
後
も
、
各
種
の
技
術

講
習
会
を
開
催
し
て
き
た
。

　

間
伐
材
の
搬
出
・
薪
割
り
・

製
材
・
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
操
作

に
つ
い
て
は
、
基
礎
か
ら

伐
採
に
至
る
ま
で
の
技
術
や
、

作
業
道
の
整
備
方
法
な
ど
、

全
５
回
、
延
べ
７
日
間
に

渡
る
研
修
を
行
っ
た
。

　

新
た
な
し
ご
と
創
出
の

一
環
と
し
て
は
、
将
来
の

「
自
伐
」
の
担
い
手
と
な
る

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
林
業

支
援
員
）」
を
採
用
し
、現
在
、

筒
尾
か
ら
遠
岳
山
に
向
か
う

林
内
作
業
道
の
開
設
・
間
伐

な
ど
に
つ
い
て
実
践
研
修
を

巨
樹
や
老
木
を

未
来
に
届
け
る
に
は

文
化
財
保
護
条
例
に

基
づ
き
保
存
を
指
定

問　
木
与
防
災
道
路
の
法
面

に
生
え
て
い
る
樹
木
の
中
で
、

「
後
の
世
」
に
残
す
べ
き
樹
木

に
関
す
る
調
査
状
況
を
問
う
。

土
木
建
築
課
長　
木
与
防
災

事
業
に
お
け
る
樹
木
調
査
で
は

「
用
材
木
」、「
鑑
賞
樹
・
庭
木
」、

「
収
穫
樹
」
と
分
類
し
て
い
る
。

　

樹
木
調
査
は
完
了
し
て

い
る
が
、
国
土
交
通
省
で
は
、

種
類
・
大
き
さ
と
も
に
、
ご
く

一
般
的
な
も
の
で
あ
る
と
判
定

し
て
い
る
。

問　
北
長
門
海
岸
国
定
公
園

が
、
町
の
一
画
に
存
在
し
、

そ
の
中
に
は
、
自
然
公
園
の

規
制
が
あ
る
。
樹
木
の
種
類

と
特
徴
を
把
握
し
、
教
育
の
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一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
回
）
に
つ
い
て

問　
「
無
角
和
種
と
の
出
会
い

創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」

は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答　
国
の
地
方
創
生
推
進

交
付
金
を
活
用
し
、
放
牧
に

よ
る
無
角
和
種
の
い
る
風
景

の
造
成
、  ※

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

作
成
、
専
門
家
の
指
導
に

よ
る
観
光
の
質
と
Ｐ
Ｒ
強
化

な
ど
、
こ
れ
か
ら
３
年
間
、

事
業
を
行
う
。

　

無
角
和
種
は
、
県
内
の
み
、

約
２
０
０
頭
し
か
飼
育
さ
れ

て
い
な
い
希
少
価
値
の
あ
る

牛
で
あ
り
、
阿
武
町
と
結
び

つ
け
、
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
化

を
め
ざ
す
。

　

専
門
家
か
ら
肥
育
の
指
導

も
受
け
ら
れ
る
た
め
、
肉
の

価
格
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

令
和
元
年
度 

各
会
計

　
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

問　
自
治
会
総
合
交
付
金
に

関
連
し
て
、
自
治
会
の
統
合

が
進
ま
な
い
の
は
何
故
か
。

答　
統
合
に
向
け
て
、
説
明

を
繰
り
返
し
て
き
た
が
、

自
治
会
間
の
意
見
が
ま
と
ま

ら
ず
、
進
ん
で
い
な
い
。

　

福
賀
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

集
落
が
「
限
界
集
落
」
に

該
当
す
る
た
め
、
い
ま
一
度
、

検
討
を
進
め
た
い
。

問　
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金
に

関
し
て
、Ｉ
タ
ー
ン
者
の
移
住

受
け
入
れ
の
際
、
自
治
会
と

十
分
な
事
前
協
議
が
な
い
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
た
時
に
町
が
対
応
を
し
て

く
れ
な
い
。

　

今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
行
う
の
か
。

答　
移
住
者
の
思
い
が
当
初

描
い
て
い
た
も
の
と
違
っ
て

く
る
ケ
ー
ス
も
起
こ
り
得
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内
の

担
当
者
を
増
や
し
、
転
入
時

の
思
い
を
、
複
数
人
で
確
認

す
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

問　
「
新
た
な
し
ご
と
創
出

事
業
」
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績

評
価
指
数
）
の
う
ち
、「
林
業
・

水
産
業
の
研
修
会
等
参
加
者
」

が
目
標
数
の
７
倍
と
な
っ
て

い
る
が
、
ど
う
評
価
す
る
か
。

答　
想
像
し
て
い
た
以
上
に

関
心
が
高
く
、
町
内
外
の
方

が
研
修
に
参
加
し
た
。
特
に
、

自
伐
型
林
業
に
、
高
い
関
心

を
寄
せ
て
い
た
だ
け
た
。　

問　
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、

指
導
員
の
勤
務
時
間
と
、

保
護
者
が
時
間
内
に
迎
え
に

来
な
か
っ
た
場
合
の
実
態
を

把
握
し
て
い
る
か
。

答　
現
場
連
絡
と
業
務
日
誌

で
把
握
し
て
お
り
、
指
導
員

の
時
間
外
勤
務
に
は
、
時
間

単
位
で
支
払
っ
て
い
る
。

　

保
護
者
に
対
す
る
ペ
ナ
ル

テ
ィ
は
な
い
が
、
事
前
連
絡

な
ど
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

お
願
い
し
て
い
る
。

問　
農
業
生
産
力
等
機
能

強
化
対
策
事
業
委
託
料
に

つ
い
て
、
工
事
着
手
時
期
、

完
成
予
定
は
、
い
つ
頃
か
。

答　
工
事
は
令
和
５
年
度

か
ら
８
年
度
。
令
和
９
年
度

住
ん
で
い
る
。（
中
学
生
以
下

の
子
ど
も
は
23
人
）

　

15
区
画
の
う
ち
、
８
区
画

が
町
内
の
方
（
全
て
奈
古
）、

７
区
画
が
町
外
の
方
に
よ
る

契
約
で
あ
る
。

　

そ
し
て
町
外
者
７
区
画
の

う
ち
、
３
区
画
が
Ｕ
タ
ー
ン
、

４
区
画
が
Ｉ
タ
ー
ン
の
方

と
い
う
内
訳
で
あ
る
。

問　

 

各
会
計
の
税
、
保
険
料
、

使
用
料
な
ど
の
収
入
未
済
額

の
増
加
要
因
は
。

答　
一
部
事
業
者
な
ど
の

未
納
が
続
い
て
い
る
ほ
か
、

個
別
の
事
情
で
若
干
、
未
納

の
増
加
が
見
ら
れ
る
が
、

決
し
て
全
体
と
し
て
未
納
者

が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　

分
納
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、

県
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら

徴
収
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
人
と
連
絡
を

取
り
つ
つ
反
応
を
う
か
が
っ

て
い
る
が
、
反
応
が
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
預
金
調
査
や

差
し
押
さ
え
な
ど
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
可
能
な
限
り

収
入
未
済
額
を
減
ら
し
て

い
く
方
針
で
あ
る
。

に
換
地
処
分
を
行
い
、
事
業

完
了
の
予
定
で
あ
る
。

　

キ
ウ
イ
栽
培
ほ
場
の
整
備

は
令
和
５
年
度
か
ら
６
年
度
、

植
栽
は
令
和
６
年
度
か
ら

７
年
度
に
行
う
。
ま
た
、

こ
の
頃
か
ら
農
業
支
援
員
を

募
集
し
た
い
。
農
業
大
学
校

と
も
話
し
合
い
を
進
め
る
。

　

そ
し
て
、
令
和
３
年
11
月

ま
で
に
稲
作
・
キ
ウ
イ
の

各
法
人
を
立
ち
上
げ
る
べ
く

調
整
し
て
い
る
。

問　
尾
無
住
宅
新
築
工
事
に

つ
い
て
、
現
状
は
。

答　
現
在
、
入
居
者
は
な
い
。

　

こ
れ
は
、
漁
業
の
担
い
手

確
保
の
観
点
か
ら
、
漁
業

関
連
の
方
の
入
居
を
優
先

し
た
い
と
予
定
し
て
い
た
が
、

「
県
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
」

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

今
年
度
、
ま
だ
開
催
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
。

問　
柳
橋
分
譲
宅
地
造
成

工
事
に
つ
い
て
、
販
売
状
況
・

購
入
者
の
内
訳
（
地
区
内
／

地
区
外
、Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

な
の
か
）
を
知
り
た
い
。

答　
こ
れ
ま
で
契
約
済
み
は

15
区
画
で
、
58
人
の
方
が

形
で
合
併
浄
化
槽
の
整
備
を

推
進
し
て
き
た
。

　

一
方
で
、
合
併
浄
化
槽
の

耐
用
年
数
経
過
な
ど
に
よ
る

更
新
に
つ
い
て
は
補
助
の

対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

　

設
置
か
ら
更
新
に
至
る

ま
で
、
正
し
く
維
持
管
理
を

行
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

使
用
に
耐
え
ら
れ
な
く

な
っ
た
合
併
浄
化
槽
が
、

金
銭
的
理
由
で
更
新
さ
れ
ず
、

十
分
な
機
能
を
発
揮
し
な
い

ま
ま
使
用
さ
れ
る
こ
と
で
、

周
辺
の
水
質
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
し
ま
う
よ
う
な

事
態
は
、
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

他
市
町
の
状
況
な
ど
を

調
査
し
た
上
で
、
更
新
時
の

補
助
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会 

報
告

９
月
18
日 

開
催

  いちはら  あきら

市原  旭 委員長

合併処理浄化槽（環境省Ｗｅｂサイト）

※
 

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
：
参
加
型
の
催
し
・
体
験
活
動
な
ど
︑
現
地
を
訪
れ
た
人
が
楽
し
め
る
よ
う
な
︑﹁
観
光
の
中
身
﹂
と
な
る
企
画
の
こ
と
︒
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まち・ひと・しごと創生特別事業
消防救急事務委託事業
公営住宅整備事業
保育所運営事業
老人福祉施設入所措置費
塵芥処理対策事業
過疎対策道路事業
生活介護給付事業
中山間地域等直接支払交付金事業
多面的機能支払交付金事業
福祉医療扶助事業
バス路線維持対策事業
地域おこし協力隊・集落支援員事業
人口定住促進事業
一般単独道路事業

一般会計「令和元年度事業」ベスト15
（主要な施策の実績表より抜粋）

（単位：千円）
順位
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５

118,287
100,849
73,480
64,962
62,444
55,013
49,455
44,725
40,591
35,704
32,633
30,544
22,827
21,150
19,753

事　　　　　業　　　　　名 事業費

令和元年度に
町民1人あたりに使った金額は

※令和2年3月末現在
　　　人口　3,213人

（一般会計 令和元年度末現在）

令和元年度　一般会計歳入歳出決算額款別構成図
歳入　33億996万1,680円歳出　29億4,363万1,700円

民生費
677,768,051円

土木費
313,733,639円

総務費
853,750,733円

令和元年度　一般会計及び特別会計決算額表

予算に対
する執行率

国民健康保険事業（事業勘定）
国民健康保険事業（直診勘定）
後期高齢者医療事業
介 護 保 険 事 業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
漁業集落排水事業

一　般　会　計

合　　　計

特
　
別
　
会
　
計

予算に対
する収納率決 算 額予 算 額 決 算 額予 算 額

収支差引
残　　額

歳　　　　　　入
会　　計　　名

歳　　　　　　出
（単位：円）

農林水産業費
272,841,009円

労働費　477円
災害復旧費　2,241円
諸支出金　3,555円
商工費　12,019円
議会費　13,766円
消防費　44,194円
衛生費　45,535円

総額
916,163円

総務費
265,718円

民生費
210,946円

土木費　97,645円

農林水産業費　84,918円

公債費　74,483円

教育費　60,668円

株式等譲渡所得割
交付金　561,000円
利子割交付金
379,000円

交通安全対策特別交付金　669,000円
配当割交付金　1,098,000円

環境性能割交付金　1,790,000円
繰入金　2,604,000円
寄附金　4,549,376円

自動車取得税交付金　6,064,996円
地方特例交付金　6,714,000円

分担金及び負担金　23,893,523円
財産収入　31,154,544円
諸収入　38,827,636円

地方譲与税　38,859,003円
地方消費税交付金　55,147,000円
使用料及び手数料　57,477,412円

町債　163,700,000円
県支出金　200,026,589円
国庫支出金　239,933,029円

3,243,902,120
756,163,000
57,821,000
75,222,000
670,179,000
73,050,000
83,515,000
40,378,000

5,000,230,120

3,309,961,680
757,279,926
56,454,617
68,886,404
624,425,775
68,585,242
81,594,125
39,232,265

5,006,420,034

102.04%
100.15%
97.64%
91.58%
93.17%
93.89%
97.70%
97.16%
100.12%

3,243,902,120
756,163,000
57,821,000
75,222,000
670,179,000
73,050,000
83,515,000
40,378,000

5,000,230,120

2,943,631,700
712,151,935
56,454,617
68,819,948
623,767,380
67,122,470
81,499,958
39,229,880

4,592,677,888

90.74%
94.18%
97.64%
91.49%
93.07%
91.89%
97.59%
97.16%
91.85%

366,329,980
45,127,991

0
66,456
658,395
1,462,772
94,167
2,385

413,742,146

公債費
239,314,792円

繰越金　419,240,595円

令和元年度の決算概要

教育費
194,927,718円

衛生費
146,303,603円

町税
286,495,977円

災害復旧費　7,199,300円
諸支出金　11,422,100円
商工費　38,615,474円
議会費　44,228,743円
消防費
141,994,538円

労働費
1,532,000円

地方交付税
1,730,777,000円
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問：まちづくり推進課
☎  08388 - 2 - 3111

﹁
ま
ち
の
縁
側
事
業
﹂
地
元
説
明
会  　

  

９
月
30
日
（
浦
公
民
館
）

問：「大型車用の駐車場」 は、 どうなるのか。
答：【まちづくり推進課長】 道の駅側に３台分（観光バス専用）を整備する。
　　【町長】 道の駅側の駐車場は、通常のバスの駐車は可能とするが、大型貨物車両は不可とする。
　　現在、大型貨物車ドライバーの施設利用が多いことも事実であるため、色々と検討を重ねたが、
　　周囲への騒音被害 ・ 場内の重大事故を防止することを優先した上での、 苦渋の決断である。

問：「まちの縁側」 という名称について、 公募すればよかったのではないか。
答：【まちづくり推進課長】 「まちの縁側」 は、 あくまで事業の名称であり、 整備するキャンプ場や
　　ビジターセンターなどを含めた施設自体の名称については、 公募を行って決める予定である。

問：ビジターセンターは、 キャンプに来た観光客だけのための施設なのか。
答：【まちづくり推進課長】 キャンプの利用客以外でも利用可能である。 道の駅で購入したものを
　　その場で食べられる 「イートイン」 や、地元の方もくつろげる 「カフェ」 なども整備予定である。

質疑応答の一部

「滞在型交流
 拠点施設」

全 体 配 置 図

　

町
は
︑ 

内
閣
府
の ﹁
地
方
創
生
推
進
交
付
金
﹂ な
ど
を
受
け
︑

道
の
駅
阿
武
町
に
隣
接
す
る ﹁
キ
ャ
ン
プ
場
﹂ と
︑ 

観
光
情
報

な
ど
を
発
信
す
る
施
設 ﹁
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
﹂ か
ら
な
る
︑

﹁
滞
在
型
交
流
拠
点
﹂ を
整
備
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
︒

　

こ
れ
は
︑
町
外
か
ら
の
人
の
流
れ
や
︑
町
内
の
経
済
循
環

を
促
す
こ
と
で
︑来
た
る
﹁
山
陰
自
動
車
道
﹂
の
開
通
後
に
︑

阿
武
町
が ﹁
た
だ
通
り
過
ぎ
る
町
﹂
に
な
ら
な
い
た
め
に
︑

い
ま
の
う
ち
か
ら
︑
交
流
を
通
し
て
ま
ち
の
魅
力
を
伝
え
︑

ゆ
っ
く
り
と
腰
か
け
て
滞
在
す
る
こ
と
が
で
き
る
︑ ﹁
縁
側
﹂ 

の
よ
う
な
機
能
を
持
っ
た
場
を
設
け
る
こ
と
が
目
的
で
す
︒

　

こ
の
度
︑
道
の
駅
付
近
の
釜
屋
自
治
会
の
方
な
ど
を

対
象
に
地
元
説
明
会
が
行
わ
れ
︑
事
業
の
主
旨
を
説
明

し
た
上
で
︑
質
疑
応
答
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

　

な
お
︑
事
業
概
要
・
設
計
図
な
ど
の
配
布
資
料
を
は
じ
め
︑

当
日
の
説
明
の
様
子
を
撮
影
し
た
動
画
を
︑
阿
武
町
役
場
の

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
︵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︶
に
掲
載
し
て
い
ま
す
︒

　

阿
武
町
が
め
ざ
し
て
い
る
﹁
ま
ち
の
将
来
像
﹂
に
つ
い
て
︑

多
く
の
住
民
の
み
な
さ
ん
が
一
緒
に
考
え
︑
関
わ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
︑
ぜ
ひ
と
も
参
考
と
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

地元説明会の詳細 ➡
阿 武 町 Ｗｅｂサ イ ト に
資 料 ・ 動 画 を 掲 載

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行により、平成19年度決算から健全化判断比率および公営
企業会計の資金不足比率の算定・公表が義務付けられました。
　令和元年度決算に基づく阿武町の健全化判断比率および資金不足比率は次のとおりです。
　いずれの比率も早期健全化基準、経営健全化基準を大きく下回っており、健全な財政状況にありますが、引き
続き、効率的な財政運営に努めていきます。

阿武町の健全化判断比率・資金不足比率の公表について

（単位：％）

（単位：％）

健全化判断比率
①実 質 赤 字 比 率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将 来 負 担 比 率

阿武町の
算定結果
－
－
△１．2
－

※１
※２
※３
※4

対象公営企業会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
漁業集落排水事業特別会計

算定結果
－
－
－

経営健全化基準

２０．０

早期健全化基準
（注意指数）

１５．０
２０．０
２５．０
３５０．０

財政再生基準
（危険指数）
２０．０
３0．０
３５．０

※１　実質赤字比率は、普通会計で3億4,581万円
（17.23%）の黒字であるため該当する数値（赤字
額）がないことを表します。

※２　連結実質赤字比率は、全会計で3億9,322万
円（19.59%）の黒字であるため該当する数値（赤
字額）がないことを表します。

※３　実質公債費比率は、毎年度経常的に収入さ
れる財源のうち、実質的な公債費相当額の占め
る割合の3ヶ年平均値ですが、3ヶ年の算定結果
がマイナスとなり、3ヶ年平均で△1.2となった
ものです。          

※４　将来負担比率は、将来負担すべき負債が充
当可能な財源でまかなえることから該当する数値
（実質的な将来負担額）がないことを表します。

　公営企業に係る３つの特別会計については、いずれも資金不足が生じ
ていないため該当する数値（資金不足額）がないことを表します。

○資金不足比率

○健全化判断比率
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３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
◆一般職員の勤務時間

４　職員の分限および懲戒処分の状況（令和元年度）

◆年次有給休暇

該当なし

令和元年　平均使用日数 8.0日

1週間の勤務時間
38.75時間

開始時刻
8:30

終了時刻
17:15 

休憩時間
12：00～13：00

年次有給休暇は、１年ごとに２０日付与され、残日数は
翌年に繰り越すことができます。  

町の人事行政の運営を公表します
　阿武町では、人事行政運営等における公正性・透明性を高めるため、「地方公務員法」および「阿武町人事行政の運営などの状況の
公表に関する条例」に基づき、職員の任用、職員数、給与、勤務時間、勤務条件など、主なものについて公表します。今回は、令和元年度
（平成31年度）および令和２年度の概要です。さらに詳細な情報については、阿武町役場の公式Ｗｅｂサイトに掲載しています。

問い合わせ：総務課 行政係　☎２-３１１０

一　　般　　行　　政　　職

１　職員の任免および職員数に関する状況

２　職員の給与の状況

◆採用・退職等の状況

◆一般行政職の級別職員数の状況（令和２年４月１日現在）

（注）１　阿武町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　２　標準的な職務とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（注）１　職員数は一般職に属する職員数です。
　　２　[　] 内は、条例定数の合計です。

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　２　給与費は当初予算に計上された額です。教育長を含みます。

（注）人件費には職員給与に加え、退職手当支給事務特別負担金、報酬などを
　　含みます。

◆部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

区　　　分
職 員 数 Ａ
給　　　料
職 員 手 当
期末・勤勉手当
計　　Ｂ

一人当たり給与費Ｂ／Ａ

◆人件費の状況（普通会計決算）

◆職員給与費の状況（普通会計予算）

級
６級
５級
４級
３級
２級
１級

標準的な職務
課長・主幹
課長補佐
係長・主査
主　　任
主任主事
主　　事

職員数 構成比

部　門

合　　計

区　分 職　　員　　数 対前年
増減数

一般行政
部門

特別行政
部門

公営企業等
会計部門

議会・総務
税務
福祉
経済
土木
小　計
教育
小　計
病院
その他
小　計

平成30年  令和元年令和２年

費
　
与
　
給

合　　　計

区　　　分
住民基本台帳人口（令和元年度末）

歳出額Ａ
実質収支
人件費Ｂ

人件費率Ｂ／Ａ
（参考）平成29年度率

令和元年度

令和元年度

採用者（R2.4.1） 退職者（R2.3.31） 再任用者（R2.4.1）6人 6人 1人

13人
4人
10人
14人
7人
6人
54人

24.1%
7.4%
18.5%
25.9%
13.0%
11.1%
100.0%

20
4
17
6
5
52
5
5
3
3
6
63
[65]

19
4
17
5
5
50
5
5
3
3
6
61
[65]

20
3
17
5
5
50
4
4
3
3
6
60
[65]

1
-1
0
0
0
0
-1
-1
0
0
0
-1

3,213人
29億4,363万円
 3億4,581万円
 5億3,926万円 
18.3% 
18.6%

56人
2億2,383万円
 2,583万円
 9,155万円 
3億4,121万円 
609万円

◆職員の初任給の状況（令和２年４月１日現在）

◆退職手当の状況（令和２年４月１日現在）

◆期末手当・勤勉手当の状況（令和２年４月１日現在）

◆時間外勤務手当

◆職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

  ①一般行政職
平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

  ②技能労務職

区　　分

区　　分
６月期
１２月期
計

加算の状況

阿　武　町
期末手当（月分）勤勉手当（月分）

国
期末手当（月分）勤勉手当（月分）

1.300
1.300
2.600

0.950
0.950
1.900

1.300
1.300
2.600

0.950
0.950
1.900

大学卒
高校卒
高校卒
中学卒

一　般
行政職
技　能
労務職

阿　武　町
初任給 ２年後の給料 初任給 ２年後の給料

国

職制上の段階、職務の級などによる加算措置：有

（注）職員１人当たり支給額は、管理職を除く職員に支給された平均額

区　　分
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額
その他の加算措置
退職時特別昇給

阿　武　町
自己都合 勧奨・定年

国
自己都合 勧奨・定年

19.66月分
28.03月分
39.75月分
47.70月分

24.58月分
33.27月分
47.70月分
47.70月分

19.66月分
28.03月分
39.75月分
47.70月分

24.58月分
33.27月分
47.70月分
47.70月分

定年前早期退職特例２％～20％加算
無

支給実績（令和元年度決算）
職員１人当たり平均年額（令和元年度決算）

427万5,000円
10万7,000円

（令和２年４月１日現在）

44歳4ヶ月
ー

32万3,000円
ー

35万1,200円
ー

182,200円
150,600円
ー
ー

193,900円
158,600円
ー
ー

182,200円
150,600円
ー
ー

193,900円
158,900円
ー
ー

210,000円
190,000円

1.725
1.725

1.725
1.725

副議長
議　員

◆特別職の報酬等の状況（令和２年４月１日現在）

区　分
町　長
副町長

議　長

給料（報酬）
月額

703,000円
568,000円

258,000円

職制上の
加算措置

有

期 末 手 当
１２月期
1.725
1.725

1.725

６月期
1.725 
1.725

1.725
教育長 532,000円 1.7251.725
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地 域 の 良 さ を
探 す 取 り 組 み

地
元
学
・「
あ
る
も
の
探
し
」
を
始
め
よ
う

﹁
人
が
元
気
に
な
る
・
自
然
が
元
気
に
な
る
・
経
済
が
元
気
に
な
る
﹂
た
め
の

ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
︒﹁
地
域
の
こ
と
を
み
ん
な
で
知
れ
ば
︑
新
し
い
何
か
が
見
つ
か
る
﹂
と
い
う

考
え
方
に
基
づ
い
て
︑﹁
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
﹂
を
め
ざ
し
︑
実
現
す
る
た
め
の
実
践
で
す
︒

　

地
元
学
とは

　

今
回
︑
阿
武
町
で｢

地
元
学｣

を
実
践

す
る
に
あ
た
り
︑
宇
生
賀
中
央
自
治
会
︑

宇
田
浦
自
治
会
の
み
な
さ
ん
に
︑
ご
参
加
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　

専
門
家
と
し
て
町
の
地
方
創
生
に
携
わ
る

﹁
持
続
可
能
な
地
域
社
会
総
合
研
究
所｣

の

藤
山 

浩 

所
長︵
社
会
政
策
学
者
・
博
士
︶と
︑

島
根
県
立
大
学 
総
合
政
策
学
部
・
豊
田

知
世 

准
教
授
の
指
導
の
下
︑
大
学
生
た
ち

が
現
地
を
巡
っ
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
︑

掘
り
起
こ
し
た
﹁
地
元
の
宝
﹂
に
つ
い
て

大
き
な
模
造
紙
に
﹁
絵
地
図
﹂
を
描
い
て
︑

地
元
の
方
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
︒

　

今
回
︑
阿
武
町
で｢

地
元
学｣

を
実
践

す
る
に
あ
た
り
︑
宇
生
賀
中
央
自
治
会
︑

宇
田
浦
自
治
会
の
み
な
さ
ん
に
︑
ご
参
加
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　

専
門
家
と
し
て
町
の
地
方
創
生
に
携
わ
る

﹁
持
続
可
能
な
地
域
社
会
総
合
研
究
所｣

の

藤
山 

浩 

所
長︵
社
会
政
策
学
者
・
博
士
︶と
︑

島
根
県
立
大
学 
総
合
政
策
学
部
・
豊
田

知
世 

准
教
授
の
指
導
の
下
︑
大
学
生
た
ち

が
現
地
を
巡
っ
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
︑

掘
り
起
こ
し
た
﹁
地
元
の
宝
﹂
に
つ
い
て

大
き
な
模
造
紙
に
﹁
絵
地
図
﹂
を
描
い
て
︑

地
元
の
方
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
︒

ふ
じ
や
ま 

こ
う

ふ
じ
や
ま 

こ
う

と
よ
た

と
よ
た

と
も
よ

と
も
よ

　

宇
生
賀
の
地
元
学
で
は
︑

❶﹁
田
ん
ぼ
と
米
生
産
﹂

❷﹁
大
豆
と
豆
腐
﹂

❸﹁
水
資
源
と
循
環
﹂

❹﹁
地
域
の
歴
史
﹂

❺﹁
潤
い
と
彩
り
の
暮
ら
し
﹂

と
い
う
５
つ
の
テ
ー
マ
で

調
査
し
ま
し
た
︒

　

学
生
た
ち
は
︑
最
先
端
の

﹁
ス
マ
ー
ト
農
業
﹂
に
驚
き
︑

元
は
﹁
沼
﹂
だ
っ
た
宇
生
賀

盆
地
を
田
畑
と
し
て
開
拓

す
る
ま
で
の
歴
史
秘
話
や
︑

地
元
の
女
性
グ
ル
ー
プ
・

﹁
四
つ
葉
サ
ー
ク
ル
﹂
の

活
躍
な
ど
に
関
心
を
抱
き
︑

感
動
し
て
い
ま
し
た
︒

　

宇
生
賀
の
地
元
学
で
は
︑

❶﹁
田
ん
ぼ
と
米
生
産
﹂

❷﹁
大
豆
と
豆
腐
﹂

❸﹁
水
資
源
と
循
環
﹂

❹﹁
地
域
の
歴
史
﹂

❺﹁
潤
い
と
彩
り
の
暮
ら
し
﹂

と
い
う
５
つ
の
テ
ー
マ
で

調
査
し
ま
し
た
︒

　

学
生
た
ち
は
︑
最
先
端
の

﹁
ス
マ
ー
ト
農
業
﹂
に
驚
き
︑

元
は
﹁
沼
﹂
だ
っ
た
宇
生
賀

盆
地
を
田
畑
と
し
て
開
拓

す
る
ま
で
の
歴
史
秘
話
や
︑

地
元
の
女
性
グ
ル
ー
プ
・

﹁
四
つ
葉
サ
ー
ク
ル
﹂
の

活
躍
な
ど
に
関
心
を
抱
き
︑

感
動
し
て
い
ま
し
た
︒

　

実
施
さ
れ
た
２
日
間
の

昼
食
は
︑
福
賀
で
料
理
の

仕
出
し
を
さ
れ
て
い
る

﹁
石
丸｣

さ
ん
と
︑
農
事
組
合

法
人
﹁
福
の
里
﹂
女
性
部
の

み
な
さ
ん
の
手
作
り
弁
当
が

用
意
さ
れ
︑
地
元
の
優
し
さ
・

美
味
し
さ
が
詰
ま
っ
た
食
材

を
堪
能
で
き
ま
し
た
︒

　

地
元
の
方
た
ち
の
お
話

か
ら
は
︑﹁
宇
生
賀
一
円
﹂

と
い
う
言
葉
へ
の
﹁
誇
り
﹂

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
︒

　

元
々
︑
宇
生
賀
は
あ
ま
り

﹁
条
件
の
良
い
土
地
﹂
で
は

な
か
っ
た
た
め
に
︑
何
度
も

　

実
施
さ
れ
た
２
日
間
の

昼
食
は
︑
福
賀
で
料
理
の

仕
出
し
を
さ
れ
て
い
る

﹁
石
丸｣

さ
ん
と
︑
農
事
組
合

法
人
﹁
福
の
里
﹂
女
性
部
の

み
な
さ
ん
の
手
作
り
弁
当
が

用
意
さ
れ
︑
地
元
の
優
し
さ
・

美
味
し
さ
が
詰
ま
っ
た
食
材

を
堪
能
で
き
ま
し
た
︒

　

地
元
の
方
た
ち
の
お
話

か
ら
は
︑﹁
宇
生
賀
一
円
﹂

と
い
う
言
葉
へ
の
﹁
誇
り
﹂

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
︒

　

元
々
︑
宇
生
賀
は
あ
ま
り

﹁
条
件
の
良
い
土
地
﹂
で
は

な
か
っ
た
た
め
に
︑
何
度
も

ほ
場
整
備
や
排
水
工
事
が

繰
り
返
さ
れ
た
上
︑
数
々
の

﹁
難
題
﹂
を
︑
地
域
全
体
で

乗
り
越
え
て
き
た
と
い
う

歴
史
が
あ
り
ま
す
︒

　　
﹁
ま
さ
に
宇
生
賀
一
円
︒

伊
豆
・
三
和
・
上
万
・
黒
川

の
４
集
落
そ
れ
ぞ
れ
が
団
結

し
て
︑
営
ん
で
き
た
努
力
に

よ
っ
て
︑
宇
生
賀
の
今
の

姿
が
あ
る
﹂︒

　

そ
ん
な
地
元
の
方
た
ち
の

ふ
る
さ
と
へ
の
強
い
想
い
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
︒

　
ほ
場
整
備
や
排
水
工
事
が

繰
り
返
さ
れ
た
上
︑
数
々
の

﹁
難
題
﹂
を
︑
地
域
全
体
で

乗
り
越
え
て
き
た
と
い
う

歴
史
が
あ
り
ま
す
︒

　　
﹁
ま
さ
に
宇
生
賀
一
円
︒

伊
豆
・
三
和
・
上
万
・
黒
川

の
４
集
落
そ
れ
ぞ
れ
が
団
結

し
て
︑
営
ん
で
き
た
努
力
に

よ
っ
て
︑
宇
生
賀
の
今
の

姿
が
あ
る
﹂︒

　

そ
ん
な
地
元
の
方
た
ち
の

ふ
る
さ
と
へ
の
強
い
想
い
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
︒

　

“宇生賀一円
”

 誇り高き伝
承“宇生賀一円
”

 誇り高き伝
承“宇生賀一円
”

 誇り高き伝
承

「
な
い
も
の
ね
だ
り｣

四つ葉サークルの特産品 「おからもち｣の紹介
地元の女性たちは豆腐づくりなどでも活躍している 
四つ葉サークルの特産品 「おからもち｣の紹介
地元の女性たちは豆腐づくりなどでも活躍している 宇生賀編  9/19･20

航空写真で
ふるさとの地形を再認識
航空写真で
ふるさとの地形を再認識

世界の最先端！？
ＡＩ活用で 「スマート農業」
世界の最先端！？
ＡＩ活用で 「スマート農業」

参加した学生たちと 宇生賀のみなさん
「学びと発見を 次の一歩に」
参加した学生たちと 宇生賀のみなさん
「学びと発見を 次の一歩に」

阿 武 町 × 島 根 県 立 大 学
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地 元 学 調 査 は 「ま ち の 縁 側 推 進 プ ロ ジ ェ ク ト」 の 一 環 と し て 行 わ れ ま し た。 来 年 の 秋、
道 の 駅 阿 武 町 の 隣 に オ ー プ ン す る キ ャ ン プ 場（滞 在 型 交 流 拠 点 施 設）で は、 阿 武 町 の
暮らしが学べる 「体験プログラム」 を提供する予定です。 地元学で発見した地域の魅力を
観 光 の コ ン テ ン ツ と し て 提 供 す る こ と で、 「縁 側 で ゆ っ く り お 茶 を 飲 む よ う に、 阿 武 町 の
それぞれの地区に滞在」 してもらえるような、 魅力あるプロジェクトづくりをめざしています。

地 元 学 調 査 は 「ま ち の 縁 側 推 進 プ ロ ジ ェ ク ト」 の 一 環 と し て 行 わ れ ま し た。 来 年 の 秋、
道 の 駅 阿 武 町 の 隣 に オ ー プ ン す る キ ャ ン プ 場（滞 在 型 交 流 拠 点 施 設）で は、 阿 武 町 の
暮らしが学べる 「体験プログラム」 を提供する予定です。 地元学で発見した地域の魅力を
観 光 の コ ン テ ン ツ と し て 提 供 す る こ と で、 「縁 側 で ゆ っ く り お 茶 を 飲 む よ う に、 阿 武 町 の
それぞれの地区に滞在」 してもらえるような、 魅力あるプロジェクトづくりをめざしています。

　

宇
田
浦
の
地
元
学
で
は
︑

❶﹁
漁
業
の
歴
史
﹂

❷﹁
魚
市
場
﹂

❸﹁
神
社
と
祭
り
﹂

❹﹁
旧･
金
子
酒
店
と
大
敷
会
館
﹂

❺﹁
海
と
港
の
あ
る
暮
ら
し
﹂

の
テ
ー
マ
で
調
査
し
ま
し
た
︒

　

学
生
た
ち
は
︑
朝
︑
港
で

宇
田
郷
定
置
網
の
水
揚
げ
の

様
子
を
見
学
︒
漁
師
さ
ん

た
ち
の
手
で
︑
勢
い
よ
く

仕
分
け
ら
れ
て
い
く
魚
に

学
生
た
ち
は
︑驚
く
ば
か
り
！

　

宇
田
浦
自
治
会
の
女
性

た
ち
が
作
っ
て
く
れ
た

お
昼
ご
飯
に
は
︑
そ
の
日
︑

水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の

ヒ
ラ
マ
サ
の
お
刺
身
と
︑

　

宇
田
浦
の
地
元
学
で
は
︑

❶﹁
漁
業
の
歴
史
﹂

❷﹁
魚
市
場
﹂

❸﹁
神
社
と
祭
り
﹂

❹﹁
旧･
金
子
酒
店
と
大
敷
会
館
﹂

❺﹁
海
と
港
の
あ
る
暮
ら
し
﹂

の
テ
ー
マ
で
調
査
し
ま
し
た
︒

　

学
生
た
ち
は
︑
朝
︑
港
で

宇
田
郷
定
置
網
の
水
揚
げ
の

様
子
を
見
学
︒
漁
師
さ
ん

た
ち
の
手
で
︑
勢
い
よ
く

仕
分
け
ら
れ
て
い
く
魚
に

学
生
た
ち
は
︑驚
く
ば
か
り
！

　

宇
田
浦
自
治
会
の
女
性

た
ち
が
作
っ
て
く
れ
た

お
昼
ご
飯
に
は
︑
そ
の
日
︑

水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の

ヒ
ラ
マ
サ
の
お
刺
身
と
︑

マ
グ
ロ
の
た
た
き
が
並
び
︑

学
生
た
ち
は
︑
海
の
幸
に

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
︒

　

現
地
調
査
で
は
︑
歴
史
も

行
事
も
︑
す
べ
て
の
営
み
に
︑

地
元
の
﹁
豊
か
な
海
﹂
が

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
︑

わ
か
り
ま
し
た
︒

　

海
の
地
形
や
︑
獲
れ
る

海
産
物
の
変
化
と
と
も
に
︑

人
々
の
生
活
も
変
わ
っ
て

き
た
よ
う
で
す
︒

　

ま
さ
し
く
︑﹁
海
に
寄
り

添
っ
て
生
き
て
い
る
暮
ら
し
﹂

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
︒

　

あ
る
漁
師
さ
ん
は
︑﹁
昔
と

く
ら
べ
る
と
海
の
様
子
は

ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
け
れ
ど
︑

マ
グ
ロ
の
た
た
き
が
並
び
︑

学
生
た
ち
は
︑
海
の
幸
に

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
︒

　

現
地
調
査
で
は
︑
歴
史
も

行
事
も
︑
す
べ
て
の
営
み
に
︑

地
元
の
﹁
豊
か
な
海
﹂
が

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
︑

わ
か
り
ま
し
た
︒

　

海
の
地
形
や
︑
獲
れ
る

海
産
物
の
変
化
と
と
も
に
︑

人
々
の
生
活
も
変
わ
っ
て

き
た
よ
う
で
す
︒

　

ま
さ
し
く
︑﹁
海
に
寄
り

添
っ
て
生
き
て
い
る
暮
ら
し
﹂

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
︒

　

あ
る
漁
師
さ
ん
は
︑﹁
昔
と

く
ら
べ
る
と
海
の
様
子
は

ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
け
れ
ど
︑

あ
る
魚
が
い
な
く
な
っ
た
ら

獲
る
魚
種
を
変
え
て
き
た
︒

　

知
恵
と
知
識
と
セ
ン
ス
で

波
を
乗
り
越
え
て
き
た
︒

　

明
日
の
た
め
と
い
う
よ
り
︑

今
を
生
き
て
い
く
た
め
に

精
一
杯
の
努
力
を
し
て
︑

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
﹂
と
︑

学
生
た
ち
に
話
し
ま
し
た
︒

　

地
元
の
方
た
ち
か
ら
は
︑

﹁
も
っ
と
深
く
知
っ
て
ほ
し
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
﹂
と

の
声
が
上
が
り
︑﹁
後
世
に

宇
田
浦
の
歴
史
あ
る
文
化
︑

伝
統
︑
技
術
を
正
し
く
伝
え
︑

残
し
た
い
﹂
と
い
う
意
見
も
︒

　

ふ
る
さ
と
の
海
︑
そ
し
て

地
元
・
宇
田
浦
へ
の
深
い

｢

愛｣

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
︒

あ
る
魚
が
い
な
く
な
っ
た
ら

獲
る
魚
種
を
変
え
て
き
た
︒

　

知
恵
と
知
識
と
セ
ン
ス
で

波
を
乗
り
越
え
て
き
た
︒

　

明
日
の
た
め
と
い
う
よ
り
︑

今
を
生
き
て
い
く
た
め
に

精
一
杯
の
努
力
を
し
て
︑

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
﹂
と
︑

学
生
た
ち
に
話
し
ま
し
た
︒

　

地
元
の
方
た
ち
か
ら
は
︑

﹁
も
っ
と
深
く
知
っ
て
ほ
し
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
﹂
と

の
声
が
上
が
り
︑﹁
後
世
に

宇
田
浦
の
歴
史
あ
る
文
化
︑

伝
統
︑
技
術
を
正
し
く
伝
え
︑

残
し
た
い
﹂
と
い
う
意
見
も
︒

　

ふ
る
さ
と
の
海
︑
そ
し
て

地
元
・
宇
田
浦
へ
の
深
い

｢

愛｣

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
︒

宇田浦の歴史ある古民家「旧・金子酒店」
地元の方の案内で、建物にまつわる記憶を探る

定置網の水揚げ定置網の水揚げ

学生による成果発表
「これから もっと深く掘り下げたい」
学生による成果発表
「これから もっと深く掘り下げたい」

“海に寄り添う”　叡智ある営み

“海に寄り添う”　叡智ある営み

“海に寄り添う”　叡智ある営み
バーナーであぶって 風味を引き出す｢漁師流」

獲れたての魚を 目の前で さばいてくれた
バーナーであぶって 風味を引き出す｢漁師流」

獲れたての魚を 目の前で さばいてくれた

宇田浦 編  9/22
◆「地 元 学」 の 調 査 結 果 は
阿武町役場Ｗｅｂサイトでも
写 真 付 き で 紹 介 し て い ま す

11
月
23
日
︵
月
・
祝
︶
に
は
︑
奈
古
浦
で
の
地
元
学
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒

問
：
ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

☎
０
８
３
８
８ｰ
２ｰ
３
１
１
１

阿
武
町 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

田
代 

ゆ
か
・
浅
井 

一
輝
・
元
永 

智
絵

記  者
た
し
ろ 　

  　

 　
　
　
　

  

あ
さ
い　

  

か
ず
き　
　

   

も
と
な
が　

 

ち 

え
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We can do it !
～仲間を信じて勝利をつかめ～

 二人三脚の思い出
　卒業前の親子競技
 二人三脚の思い出
　卒業前の親子競技

フィナーレは

　阿武町音頭♪フィナーレは

　阿武町音頭♪

バトンを

　　つなげ！バトンを

　　つなげ！

（�/��）今年はコロナに加え、前日の雨に見舞われて、直前まで中止が
心配された運動会。さまざまな制限で苦しい中でも、PTA が一丸となって早朝から準備。密は避けても心はつながり、
大勢に見せるためではなくとも、「自分たちで最後までやりきった」と、胸を張れるような、特別な運動会となりました。

阿武小･中合同大運動会（�/��）今年はコロナに加え、前日の雨に見舞われて、直前まで中止が
心配された運動会。さまざまな制限で苦しい中でも、PTA が一丸となって早朝から準備。密は避けても心はつながり、
大勢に見せるためではなくとも、「自分たちで最後までやりきった」と、胸を張れるような、特別な運動会となりました。

阿武小･中合同大運動会
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阿武中２年　梅地なごみさん　　
　「さっぱり生姜たきこみご飯」
阿武中１年　小野洸志郎くん
　「豆腐カツのごまソース」
阿武中１年　白石大和くん
　「鶏むね肉でも柔らかジューシー
　　ごはんが進むぜ　鳴き砂の塩からあげ」

■■ダイニングカフェ８４６より■■
10月30日（金）31日（土）限定15食
道の駅直売所で
「アイデア料理弁当」として販売決定！
30日（金）は前日までに予約されると
お弁当の配達もOK！
ぜひみなさん、食べてくださいね！

みんなが審査員！
ご家庭で作って投票しよう！
今月の広報あぶと一緒に、2次審査まで
進んだレシピをお配りしています。
ご家庭で作って、食べて、3つのレシピの審査
にぜひご参加ください！　

　投票は「健康福祉課」・「各支所」まで
レシピの下を切り取ってお持ちください！

　NO1：ひじきのピラフ
　NO2：野菜たっぷりキーマカレー
　NO3：野菜たっぷりとりキム丼

令和２年度　アイデア料理
コンテストメニュー化決定！

令和２年度　アイデア料理
コンテスト2次審査！！

令和２年度　アイデア料理
コンテストメニュー化決定！

令和２年度　アイデア料理
コンテスト2次審査！！

問：健康福祉課　☎２－３１１３

うめじ

おの

しらいし やまと

こうしろう

無角和種���周年  記念シンポジウム無角和種���周年  記念シンポジウム
��月 �� 日 （日） ��:��~��:��　町民センター 文化ホール

無 角 和 種 と の 出 会 い 創 出 プ ロ ジ ェ ク ト 事 業  キ ッ ク オ フ無 角 和 種 と の 出 会 い 創 出 プ ロ ジ ェ ク ト 事 業  キ ッ ク オ フ

◆パネルディスカッション

「赤身肉の可能性と、 無角和種の向かう未来」「赤身肉の可能性と、 無角和種の向かう未来」
安堂畜産 ㈱  安堂 光明 会長

㈱ さの萬　  佐野 佳治 社長

あんどう  みつあき

   さ  の     よしはるまん

㈱ 東京宝山　 荻澤 紀子 代表

ヴァッカロッサ  渡邊 雅之 シェフ 　ほか　
わたなべ  まさゆき

おぎさわ　のりこほうざん

東京赤坂

登
壇
者

大正 � 年に山口県に導入されてから、今年で ��� 周年を迎える阿武町特産の牛
「無角和種」 の歩みを振り返り、「赤身肉ブーム」の中、 これからの方向性を探ります。

大正 � 年に山口県に導入されてから、今年で ��� 周年を迎える阿武町特産の牛
「無角和種」 の歩みを振り返り、「赤身肉ブーム」の中、 これからの方向性を探ります。

◆基調講演

「土佐あかうし復興、 高知県の �� 年間の歩み」「土佐あかうし復興、 高知県の �� 年間の歩み」
高知県 畜産振興課
生産振興担当 チーフ

く も ん 　 よ し か ず

公文 喜一 氏
獣 医 師。高 知 県 で し か 生 産 さ れ て い な い 希 少 な 牛・

「土 佐 あ か う し」を 消 滅 の 危 機 か ら 救 い、全 国 で 通 用 す る
「ブランド牛肉」として浸透させるまでに至らせた立役者。

今年９月放送の「ガイアの夜明け」（テレビ東京系列）にも出演。

講
師
紹
介

「 赤 身 肉 ブ ラ ン ド 化 」 先 進 地 の 第 一 人 者 に よ る 講 演「 赤 身 肉 ブ ラ ン ド 化 」 先 進 地 の 第 一 人 者 に よ る 講 演

「畜産･精肉･卸し･消費 （レストラン）」   牛肉業界のスペシャリストが集結「畜産･精肉･卸し･消費 （レストラン）」   牛肉業界のスペシャリストが集結

参 加 を ご 希 望 の 方 は
11 月 13 日 （金） までに
お 申 し 込 み く だ さ い

問：農林水産課
☎０８３８８-２-３１１４
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がんばろう、チーム一丸　福賀っ子

（�/��）
例年は「こいのぼり大運動会」として、５月に開催していましたが、
今年は秋にようやく解禁！工夫と絆で実現した、福賀の「らしさ」が
あふれた運動会では、地域全体で子どもたちを応援し、子どもたちが
地域を応援。みなさま、午後の部・「稲刈り」も、大変お疲れさまでした。

元気いっぱい 秋色紅葉 大運動会（�/��）
例年は「こいのぼり大運動会」として、５月に開催していましたが、
今年は秋にようやく解禁！工夫と絆で実現した、福賀の「らしさ」が
あふれた運動会では、地域全体で子どもたちを応援し、子どもたちが
地域を応援。みなさま、午後の部・「稲刈り」も、大変お疲れさまでした。

元気いっぱい 秋色紅葉 大運動会

「小学生になったら　　　なにをしたい？」

「小学生になったら　　　なにをしたい？」

名
物
・
助
っ
人
探
し

　
﹁
福
賀
が
大
好
き
な
人
﹂

　
　
　
　
　
　

あ
つ
ま
れ
！

　
　
　
　

名
物
・
助
っ
人
探
し

　
﹁
福
賀
が
大
好
き
な
人
﹂

　
　
　
　
　
　

あ
つ
ま
れ
！

　
　
　
　

グラウンドゴルフに

　　　手押し車！グラウンドゴルフに

　　　手押し車！

地域の宝、 福賀っ子の声援
　　　　明るい未来を夢みて地域の宝、 福賀っ子の声援
　　　　明るい未来を夢みて

前へ！前へ！

　　　すすめ！前へ！前へ！

　　　すすめ！

父の背中には

　　愛とスイカ父の背中には

　　愛とスイカ

ＮＨＫ文化セミナー「コズミックフロント★ＮＥＸＴ」

問：教育委員会
☎  ２ - ０５０１

   12 月 12 日 （土）14時 ～　町民センター 文化ホール

ＪＡＸＡ「はやぶさ２プロジェクト」エンジニアの 佐伯 孝尚 さんを迎え、
ＮＨＫ文化セミナーを開催します。   ※参加には事前申し込みが必要です。
詳しくは、お問い合せいただくか、阿武町のＷｅｂサイトをご覧ください。

さいき     たかのり　ジ ャ ク サ

小惑星探査機「はやぶさ２」
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９
／
��    

福
賀
地
区
大
運
動
会  

感
染
予
防
は
万
全

　
﹁
コ
ロ
ナ
予
防
﹂ 

と
し
て
︑
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
・
行
事

が
中
止
さ
れ
る
中
︑ 

福
賀
地
区
で
は
︑
感
染
予
防
対
策
を

万
全
に
行
っ
た
上
で
︑
園
児
・
児
童
・
地
区
の
方
が
参
加
し
︑

そ
し
て
︑﹁
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂ 

の
協
力
に
よ
り
︑

﹁
元
気
い
っ
ぱ
い 

秋
色
紅
葉 

大
運
動
会｣

を
︑ 

盛
会
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

９
／
１  

婦
人
会
さ
つ
き
学
級 

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
行
事
が
減
っ
て
い
る
中
で
も
︑
対
策

を
し
な
が
ら
楽
し
く
運
動
で
き
る
機
会
を
作
れ
な
い
か
と
︑

中
野 

大
輔 
社
会
教
育
主
事
の
指
導
で
︑ 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
﹁
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
﹂
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
︒

　

競
技
説
明
で
は
楽
し
く
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
が
︑

台
風
��
号  

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

に｢

避
難
所｣ 

開
設

　

９
月
６
日
︵
日
︶
に
台
風
��
号
が
接
近
し
た
際
︑
暴
風

と
高
波
が
心
配
さ
れ
︑
午
後
３
時
か
ら
避
難
所
を
開
設
︒

��
人
の
方
が
避
難
さ
れ
︑
強
ま
る
風
雨
の
中
︑
避
難
所
で

い
ざ
試
合
に
な
れ
ば
︑み
な
さ
ん
︑

ホ
ン
キ
の
全
力
勝
負
に
！

　

プ
レ
イ
の
た
び
に
︑
歓
声
や

悲
鳴
が
聞
こ
え
て
く
る
な
ど
︑

盛
り
上
が
り
ま
し
た
︒

 　

最
後
は
表
彰
式
も
行
わ
れ
︑

優
勝
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
は
︑

﹁
ひ
さ
し
ぶ
り
の
賞
状
﹂
に

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
︒

白熱！ひさしぶりのスポーツ大会！

９
／
��  

奈
古
寿
齢
ク
ラ
ブ 

な
ご
み
会

小
学
生
と
の
交
流
の
ひ
と
と
き

　

な
ご
み
会
の
み
な
さ
ん
は
︑
阿
武
小
学
校
の
４
年
生
と

一
緒
に
︑
校
庭
の
草
取
り
奉
仕
作
業
を
さ
れ
ま
し
た
︒

　

そ
の
後
は
体
育
館
で
︑ ﹁
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
﹂
や
音
楽
な
ど

を
通
し
て
︑ 

楽
し
い
交
流
会
︒
児
童
に
と
っ
て
も
︑ お
話
し

か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
べ
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
︒

⸺�

地
域
に
︑ ﹁
こ
ん
な
も
の

が
あ
っ
た
ら
う
れ
し
い
﹂︑

と
い
う
こ
と
は
何
で
す
か
？

⸺�

交
流
で
き
る
場
が
ほ
し
い
︒

年
を
と
っ
た
ら
︑
な
か
な
か

出
て
歩
け
ん
か
ら
︑
友
だ
ち

と
会
う
機
会
が
少
な
い
ん
よ
︒

　

な
か
の　

だ
い
す
け

夜
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
︒

　

翌
朝
に
台
風
が
通
り
過
ぎ
︑

徐
々
に
風
が
弱
ま
っ
た
の
で
︑

準
備
の
で
き
た
方
か
ら
︑
帰
宅

さ
れ
ま
し
た
︒

　

大
雨
・
洪
水
・
台
風
が
予
測

さ
れ
︑
ご
自
宅
で
不
安
な
方
は

早
め
の
避
難
を
お
勧
め
し
ま
す
︒

　

福
賀
の
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
人
に
よ
り
︑
な
ご
や
か

で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
運
動
会
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
︒

　

福
賀
小
６
年
生
の
蟹
谷 

栄
仁
く
ん
に
と
っ
て
︑
小
学
校

最
後
の
﹁
思
い
出
に
残
る
運
動
会
﹂
を
実
施
で
き
た
こ
と
︑

関
係
者
一
同
︑
嬉
し
く
充
実
し
た
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
︒

❶ 来場者の名簿作成　❷ マスク着用と検温実施　❸ 手洗い･手指消毒の徹底
❹ 観客テント内での ｢密｣ を避けるスペース確保　❺ 大声での声援は控える
❻ ハチマキの代わりに｢カラー軍手｣でチーム分け　❼ 午前中のみの短縮日程

コロナ対策
注意と工夫

表 彰 席 （敬称略）

【稲刈りの 真っ只中 ひと休み】 グラウンドゴルフ大会

︻
男
性
の
部
︼

◆
優　

勝　

伊
藤 

敬
久
︵
宇
田
中
央
︶

◆
準
優
勝　

岩
本　

 

清
︵
宇
田
中
央
︶

◆
３　

位　

中
村 

晶
男
︵
宇
田
中
央
︶

︻
女
性
の
部
︼

◆
優　

勝　
村
木 

眞
砂
栄︵
宇
田
浦
︶

◆
準
優
勝　

堀　

 

幸
子
︵
宇
田
浦
︶

◆
３　

位　

岩
本 

房
枝
︵
宇
田
中
央
︶

  

い
と
う　

よ
し
ひ
さ

い
わ
も
と　
　

 

き
よ
し

な
か
む
ら　

あ
き
お

 

む
ら
き　

    

ま
さ
え

ほ
り　
　

   

さ
ち
こ

い
わ
も
と　

ふ
さ
え

宇田郷ＧＧを楽しむ会のみなさん

前回７月は雨に悩まされましたが、 今回は涼しい夜風の中、 楽しみました。

9/22 宇田ふれあいグラウンド
「宇田郷グラウンドゴルフを
楽しむ会」 主催（第 143 回）

宇田郷の指定避難所は
ふれあいセンターです

福賀っ子たちが取り組む「ふるさと夢太鼓」 「四つどもえ」の綱引きが復活
ソーシャル･ディスタンスも◎

知
恵
と
協
力
で

コ
ロ
ナ
に
も
負
け
ず
！

フレフレ福賀！
フレフレ福賀！

か
に
や　

  

え
い
と
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げ
ん
き
だ
せ 

フ
ァ
イ
ト
だ

　

み
ど
り
保
育
園 

う
ん
ど
う
か
い

げ
ん
き
だ
せ 

フ
ァ
イ
ト
だ

　

み
ど
り
保
育
園 

う
ん
ど
う
か
い

みんな一生懸命、練習を重ねてきた運動会。例年どおりとは
いかず、 午前のみの開催でしたが、パパ・ママたちに見守られ、
わが子の成長を、しみじみと感じられる運動会となりました。

みんな一生懸命、練習を重ねてきた運動会。例年どおりとは
いかず、 午前のみの開催でしたが、パパ・ママたちに見守られ、
わが子の成長を、しみじみと感じられる運動会となりました。

��
月
��
日

体
育
セ
ン
タ
ー

パパもがんばって
パパもがんばって

努力の結晶
カラーガード隊！

努力の結晶
カラーガード隊！

去年ハイハイ

ことしはダッシュ去年ハイハイ

ことしはダッシュ

ピッタリ息を合わせて
ピッタリ息を合わせて

  shiBano の新しいイベント紹介

「よくわかる 楽しい 漢方講座」 
「漢方」 とは、 実は、 漢方薬のことだけではありません。
この講座では、 漢方の考えに基づき、 自分の体質を理解し、
自分に合った 「漢方」 を学ぶことができます。

全３回
❶11 /５( 木 )  漢方って何！なぜ病気になるの？
❷11/19( 木 )  漢方であなたの体質 ・ 性格がわかる
❸12 /３( 木 )  漢方で美しく健康になる
　　　　　　　　　　　　いずれも 13 時～15 時

講師：薬剤師･横田 浩 さん （ことし７月、 福賀に移住）
よこた　 こう

※要予約
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夢の在処
“Every child is an artist. The problem is

 how to remain an artist once he grows up.”

―― Pablo Picasso

現在 shiBano には、 色鮮やかな絵画が飾られています。 これらの作品を描いたのは、 宇田郷地区の出身で
作家活動をされている NAOMI さん。 今回は shiBano に縁のある、 地元のアーティストの物語を紹介します。
現在 shiBano には、 色鮮やかな絵画が飾られています。 これらの作品を描いたのは、 宇田郷地区の出身で
作家活動をされている NAOMI さん。 今回は shiBano に縁のある、 地元のアーティストの物語を紹介します。

shiBanoニュース
Vol.17

〒759-3622 阿武町奈古 2700-1

open：火･木･土 10:00 ～ 18:00

tel : 08388-2-3388
　 　集落支援員（shiBano スタッフ）

吉岡 風詩乃　小野 優
よしおか　      ふしの　　　　　　   お の　    まさる

NAOMI さ ん の絵に、 ご興味を
抱いたという方は、ぜひ一度、
shiBano にお越しください♪

NAOMI さんが絵を描き始めたのは、 学生の頃。
「将来、 後悔したくない。 若い今、 できることをしよう」 と、
単身カナダに渡り、 働きながら暮らした経験が、
本格的な作家活動のきっかけでした。

もともと、 趣味で描いていた絵。
カナダに居ても、 お休みの日には
喫茶店で絵を描いていたそうです。

美術館が多く、 画家や音楽家が、
自然に街中にいるような、
「芸術の都」 で過ごしていたため、
話しかけられることもありました。

ある日、 たまたま隣の席に座った
おじいさんに話しかけられ、
世間話から、 絵についての話題に。

「その絵がほしい」 と言われたため、
あげようとしたところ、 おじいさんは、
「君が時間をかけて描いた絵だから、  
  ぜひ、 お金を払わせてほしい」 と
自ら、 申し出てくれたそうです。

初めて、 自分の作品に値段がつき、
自信と喜びにつながった瞬間でした。

NAOMI さんの描く絵は、 動物や人間など、
生き物がモチーフの作品が多いですが、
その彩りは、 NAOMI さん自身が抱いた

「感動」 によって、 鮮やかに、 カラフルに
表現されています。

「見た目･数字･説明書きなどの 『上辺』 で
  物事を判断するのではなく、  そのモノの

  個性･面白さなどの 『内面』 と誠実に
  向きあいながら関わりあうことができる

  世界になってほしい」 という、 彼女の
願いが込められています。

カナダは、 もともと移民の多い国。
そこでは、 自分を 「ニホンジン」 ではなく、

「ひとりの人間」 として接してくれる人と
出会うことができたそうです。

「外見･年齢･性別･肩書きで判断されない
環境の中で暮らすことができたことで、

なんだか、 肩の荷が下りた気がしました。  
それからは、 とても生きやすくなったんです」

『真 実』   常に複数の “目” で
ただ静かに真実を見つめるキツネ
『真 実』   常に複数の “目” で
ただ静かに真実を見つめるキツネ

い
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阿武町 
令和2年度　

阿武町 
令和2年度　

努力賞　藤村 喜代子 さん（市）
新人賞　水津 孝弘 さん（浜の二）

ふじむら　   き  よ  こ

  すいづ   たかひろ
奨励賞　岡村 輝信 さん（浜の二）　小野 文代 さん（市）
　　　　中村 裕美さん （市）　　　金﨑  洋 さん（尾無畑）

おかむら てるのぶ　　　　　　　　　　　　　　　  おの　　ふみよ

なかむら　ひろみ　　　　　　　　　　　　　　　 かなざき   ひろし

最優秀賞  宮本 舜司 さん （野柳）
みやもと   しゅんじ

水
津 

肇 

さ
ん（
浜
の
二
）

  

す
い
づ 

は
じ
め

大
倉 

淑
子
さ
ん（
宇
生
賀
中
央
）

お
お
く
ら  

よ
し
こ

小野 良隆 さん（市）
   お の       よしたか

優秀賞（３作品）

個人の部

優秀賞 ＪＡ山口県 萩女性部 奈古支部

団体の部

最優秀賞 福賀小学校

今年度の入賞作品が決定しました！総数 23 作品の
ご応募をいただき、 本当にありがとうございました。
来 年 度 も コ ン テ ス ト を 行 い ま す の で、 引 き 続 き、
みんなで楽しく、 「温暖化防止」 に取り組みましょう！

コンテストコンテスト緑のカーテン緑のカーテン

～エコについて「５・７・５」の１７文字で書いてみよう！～

次
世
代
に  

咲
か
せ
る
心  

エ
コ
の
花

次
世
代
に  

咲
か
せ
る
心  

エ
コ
の
花

「阿武町 で エコ一句」
いま、地球がドンドンあたたまり、世界でいろいろな
問題がおこっています。わたしたちのくらしで発生する
「二酸化炭素（ＣＯ2）」が原因だといわれています。
お家の電気をムダづかいしない工夫や、食べものを
大切にすることなど、身近なテーマから地球のことを
考えて、５･７・５の“エコ一句”を、ご応募ください！

令
和
元
年
度 

「
エ
コ
一
句
」

最
優
秀
作
品
・一
般
の
部

金
﨑  

洋 

さ
ん（
尾
無
畑
）

か
な
ざ
き  

ひ
ろ
し

11月20日（金）しめきり
問：阿武町地球温暖化対策地域協議会  事務局（健康福祉課）　☎２－３１１３

今年もやります！あなたの作品を募集中！

健康福祉課または各支所に備え付けの
応募用紙に記入して、投句してください。 ※優秀作品は「広報あぶ」で紹介。また、記念品を贈呈します。
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塩分チェックで『減塩』にチャレンジ！
健康習慣➆

   みんなで
　       実践！

♪
ハ ッ ピ ー あ ぶ 町♪♪
ハ ッ ピ ー あ ぶ 町♪

～あなたのカラダにやさしい食べ方を～

★引き続きこの調子で
★減塩に向けてもうひとがんばり
★食生活を見直そう
★とりすぎ！このままでは危険！

食塩摂取量と評価　合計点　
  ０～８点

９～１３点
１４～１９点

２０点以上

少ない
平均的

多め
かなり多い

作成：健康福祉課

点

平成30年の国民健康・栄養調査の結果、食塩摂取量の
平均値は男性が11.0グラム、女性が9.3グラムとなって
おり、目標摂取量を越えています。男女とも1年間にすると
約1キロも食塩をとりすぎていることになります。塩分の
摂取量が多い人は血圧が高い結果になっており、血圧
のコントロールには減塩が大切です。

★日本人の食事摂取基準
１日の食塩摂取目標量（2020年版より）
【男性】7.5グラム未満
【女性】6.5グラム未満　

■塩分はいろいろな生活習慣病と関係が深く、
　減塩が生活習慣病のリスクを減らします！

■塩分の多いものは食べる “量” と “回数” を意識しよう！

食習慣を振り返り！
塩分チェックして

みませんか？
あてはまるところに◯をつけて
あなたの塩分摂取量をチェック！ 氏名

合計点数

問い合わせ：健康福祉課  ☎ 2-3113

あてはまるところに◯を！ A B C D

数を数えてみよう！  ３点×  ２点×  １点×  ０点
合計点は？ 点 点 点 点

１日２杯以上1 みそ汁、スープなど
（インスタントも含む）

食

べ

る

頻

度

１日１杯くらい 週２～３回 あまり食べない

１日２杯以上2 漬物、梅干し（自家製も含む）、
めんたいこなど １日１回くらい 週２～３回 あまり食べない

3 ちくわ、 かまぼこ、
さつま揚げなどの練り製品 よく食べる 週２～３回 あまり食べない

4 ウインナー、 ベーコン、
ハムなど よく食べる 週２～３回 あまり食べない

5 あじの開き、 みりん干し、
塩鮭、 塩さばなど よく食べる 週２～３回 あまり食べない

ほぼ毎日6 うどん、 ラーメンなどのめん類
（カップめんも含む）など 週２～３回 週１回以下 食べない

7 せんべい、 おかき、 するめ、
ポテトチップス、 ナッツなど よく食べる 週２～３回 あまり食べない

１日１回以上8 食パン、 菓子パン、 惣菜パン
など 週５～６回 週２～３回 あまり食べない

よくかける
（ほぼ毎食）9 しょうゆ、 ソース、 マヨネーズ、

ドレッシングなどかける頻度は
毎日１回は

かける ときどきかける ほとんど
かけない

全て飲む10 めん類の汁はどのくらい飲む 半分くらい飲む 少し飲む ほとんど
飲まない

ほぼ毎日11 昼食や夕食で外食やコンビニなどの
弁当、 お惣菜を利用する 週３回くらい 週１回くらい 利用しない

濃い12 家庭の味付けは外食やインスタント
・ レトルト食品とくらべると 同じ 薄い

人より多め13 食事の量は他の人とくらべると 同じくらい 人より少なめ

※健康寿命を伸ばす
　　　　 ポイントは、
　“食生活を
　  ふり返って
　  気づくこと！” 

塩分チェックの結果はいかがでしたか？塩分チェックの合計点が高かった人は、 
❶食べ物に含まれている塩分について意識 して　❷塩分の多いものは、食べるときに
量を減らし、回数を減らし、１度にたくさん食べないこと　 から始めるといいでしょう。
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年金生活者支援給付金
年 金 の た よ り

日本年金機構 萩年金事務所
　　　　☎ 0838 - 24 - 2158

阿武町役場 戸籍税務課
　　　　☎ 2 - 0500

日本年金機構 

受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内・事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が実施します。

公的年金などの収入・その他の所得額が一定基準額以下の
受給者の生活支援のため、年金に上乗せして支給されます。

   ■対象となる方
　  ・老齢基礎年金を受給している方

※以下の要件をすべて満たしている必要があります。
     ✓��歳以上
     ✓世帯員全員が市町村民税が非課税
 　✓年金収入額・その他所得額の合計が約��万円以下

　・老齢基礎年金を受給している方
※前年の所得額が約���万円以下であることが要件です。

    ■請求手続き
➀ 新たに年金生活者支援給付金を受け取る方
　　お受け取りの対象になる方には、��月中旬頃から、
　　日本年金機構から、お知らせを送付します。
　　同封のはがきに記入し、提出してください。

　　※来年３年２月１日までに請求手続きが完了しますと、
　　　今年の８月分から、さかのぼってお受け取りできます。

➁ 年金を受給しはじめる方
　　年金の請求手続きとあわせて、
　　萩年金事務所または役場窓口で
　　請求手続きをしてください。

手続きは
お早めに！　　　　　　　　　    日本年金機構や厚生労働省が

電話で、家族構成や金融機関の口座番号・暗証番号を
お聞きすること、手数料などを求めることはありません

うそ電話に注意！

質問・相談は 『 ねんきんダイヤル 』 へ
☎０５７０-０５-１１６５（ナビダイヤル）

問：萩健康福祉センター ☎０８３８ｰ２５ｰ２６６３
　　または 健康福祉課　☎２ｰ３１１５　

母子父子寡婦福祉資金
ひ と り 親 家 庭 や 寡 婦 の 方 な ど を 支 援 す る
無 利 子 ま た は 低 利 の 貸 付 金 制 度 で す 。

就職支度資金、修学資金、修業資金、
技能習得資金、生活資金 など貸付金の種類

ＪＲ山陰本線   工事による運休のお知らせハートピア共済に加入しませんか？

問：阿武町勤労福祉共済会（阿武町まちづくり推進課）　☎２-３１１１

病気やけがによる死亡、障害、入院などの給付金、住宅災害の給付金、
結婚、出産、銀婚、小・中・高校入学のお祝い金まで、幅広く保障します。
さらに、全国宿泊施設利用料助成､人間ドック・脳ドック受診料助成､ 
国家資格試験などの受験料助成、協定施設の利用割引もあります。

【特　　典】　事業所が従業員のために共済掛金を負担された場合は、
　　　　　　損金または必要経費として算入することができます。

【加入条件】　○ 県内の中小企業の勤労者で、契約発効日の前日に健康な方
　　　　　　○ 年齢は､ 満15歳～満71歳未満（子どもは０歳～満25歳未満）
　　　　　　○ １ヶ月の掛金（１人分）は､ １型４５０円 ～４型２，０００円、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 高齢者型４５０円、ファミリー型５００円

県内の中小企業で働く従業員のみなさまの福祉の
向上を目的に設立された事業所向けの制度です。

使用者も、労働者も、必ず確認、最低賃金！
山口県最低賃金は現行どおり

１時間 829 円 発効日
令和元年 10 月５日

パート、アルバイトなどを含め、すべての労働者に
最低賃金以上の賃金が支払われなければなりません。

問：厚生労働省 山口労働局 賃金室
☎０８３ｰ９９５ｰ０３７２
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今年は、 各地で例年以上にクマによる人身被害が多発しています。
秋から冬にかけては、 クマがエサを求めて活発に活動する時期です。
くれぐれも、 不意の遭遇には十分ご注意下さい。

※もしも、 クマに遭遇してしまったら（近くにクマがいることに気がついた場合）
◎ 落ち着いて、 クマに背を向けずに、 ゆっくりとその場から離れましょう。
◎ クマが驚かないようにするため、 大声を出したり、 走って逃げたりはやめましょう。

阿武町では 「クマ鈴」 の貸し出しを行っています。
山間地に入られるときなど、 ぜひご活用ください。

クマ鈴の貸出場所
役場 農林水産課 窓口・
福賀支所・宇田郷支所

１．農作業を行う際に注意すべき事項
◎ 作業中にラジオなど音の出るものを携帯するなど、
　 自分の存在をアピールすること。
◎ 出没情報に留意し、特に行動が活発になる早朝、
　 夕方の作業時には周囲に気を付けること。
◎ 森林・斜面林などの近くの農地は、 出没ルートに
　 なりやすいので、 周囲の灌木の刈り払いを行うこと。
◎ できるだけ単独での作業は避けること。

◎ クマを誘引する生ゴミや野菜・果実の廃棄残さ、
　 放置果実などの適切な除去や処理を行う。

◎ 収納庫に入り込んで採食することもあるため、
　 倉庫や収納庫などはきちんと戸締りする。

◎ 刈払機に使われるガソリンなどの揮発性物質も
　 誘引物となるため、 保管場所などに注意する。

２．誘引物の除去

クマが活発に動き回る時期です！
ご注意ください

問：農林水産課 ☎２ｰ３１１４

森林環境譲与税の使途公表
平成 31 年 4 月に森林経営管理法が施行され、財源となる
森林環境税および森林環境譲与税が創設されたことにより
譲与が開始された「森林環境譲与税」は、法令で使途が
定められ ており（❶～❺参照）、適正に用いられることが
担保されるよう、使途などの公表が義務づけられています。

❶ 森林の整備に関する施策
❷ 森林の整備を担うべき人材の育成・担い手の確保
❸ 森林の有する公益的機能に関する普及啓発
❹ 木材利用の促進
❺ その他、森林整備の促進に関する施策

❶ 森林の整備に関する施策
❷ 森林の整備を担うべき人材の育成・担い手の確保
❸ 森林の有する公益的機能に関する普及啓発
❹ 木材利用の促進
❺ その他、森林整備の促進に関する施策

事業名

里山整備支援・
放置竹林対策事業

森林情報システム
構築業務

阿武町森林環境
管理基金積立

事業内容

薬剤注入による繁茂竹林の伐採

林業事業体などの担い手が施業集約化を
行うため、所有者や境界情報を一元的に
とりまとめた林地台帳の整備
将来の事業量増加に備え基金へ積み立て
基金条例により運用

79万2,000円

25万3,000円

469万9,000円

574万4,000円

うち当該年度の
森林環境譲与税

79万2,000円

25万3,000円

469万9,000円

574万4,000円

うち基金取崩

0円

0円

0円

0円

うち他の財源

0円

0円

0円

0円計

事業総額

令和元年度 阿武町森林環境譲与税の使途（譲与額 574 万 4.000 円）

問：農林水産課 ☎２ｰ３１１４
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不妊治療を受けているご夫婦の経済的な負担を軽減するため、不妊治療費の一部を助成しています。
対象となる方：阿武町に住民登録のある法律上のご夫婦で、前年の所得の合計額が730万円未満の方

1年度あたり3万円以内
通算5年
3年目以降は医師が必要
と認めたものに限る

助　　成　　額区　　分 助　成　回　数

一般不妊治療費助成
（医療保険適用の不妊治療）

なし

1年度あたり3万円以内
通算5年
3年目以降は医師が必要
と認めたものに限る

山口県人工授精費助成
(医療保険適用外の人工授精)

なし

1年度あたり上限20万円 通算5年阿武町不育症治療費助成
（医療保険適用外の不育治療）

なし

治療1回につき
初回：上限30万円
2回目以降：上限15万円
※治療により上限7万5千円の場合有

山口県特定不妊治療費助成
（医療保険適用外の特定不妊治療）
指定医療機関による治療に限る

治療1回につき
初回：上限20万円
2回目以降：上限10万円

阿武町特定不妊治療費助成
山口県の特定不妊治療費助成
制度に該当し、県助成額の差額

治療1回につき
初回：上限30万円
2回目以降：上限15万円

山口県男性不妊治療費助成
特定不妊治療の一環として行わ
れる医療保険適用外の採精手術

治療1回につき
初回：上限20万円
2回目以降：上限10万円

阿武町男性不妊治療費助成
山口県男性不妊治療費助成制度に

該当し県助成額の差額

年齢制限

山口県・阿武町の不妊治療費助成制度

利用の流れ　必要書類を添えて治療を受けた日に属する年度内に提出してください
[必要書類]
◎各不妊治療費助成事業申請書
◎医療機関等証明書（領収書添付）　
◎夫婦の住所を確認できる書類（1ヶ月以内発行のもの）
◎法律上の婚姻をしている夫婦であることを証明できる書類（1ヶ月以内の発行のもの）
◎児童手当法施行令による控除が確認できる所得課税（非課税）証明書　ほか

【申請に関する相談先】
健康福祉課
☎2－3113

初めて助成を受ける際の
妻の年齢が
40歳未満：通算6回まで
40歳以上～43歳未満：
通算3回まで

治療期間の
初日における
妻の年齢が
43歳未満

季節性インフルエンザ予防接種の助成について
■期間：令和3年2月28日（日）までの接種を対象
■回数：上限2回　　■費用：無料
■接種当日持参物：山口県民であることおよび年齢が確認できるもの
　　　　　　　　　（母子健康手帳・健康保険証・福祉医療費受給者証など）
■期間：令和3年2月28日（日）までの接種を対象
■回数：1回　　■助成額：接種費用の半額
■申請方法：医療機関で一旦全額を支払い、接種後、健康福祉課または各支所で申請
■必要書類：○予防接種費用がわかる領収書
　　　　　　○接種を証明するもの（予防接種済証または母子健康手帳）
　※注意事項：申請時に印鑑と振込先口座番号の記載が必要です。
　　令和3年3月31日までに申請してください。
■期間：令和3年2月28日（日）までの接種を対象　　■回数：1回
■自己負担額：
　○65～74歳：1,490円　※医療機関の窓口でお支払いください。
　○60歳以上65歳未満の心臓や腎臓、呼吸器の機能もしくはヒト免疫不全
　　ウイルス（HIV）による免疫の機能に高度（身体障害者手帳1級相当）
　　の障害を有する人：1,490円
　○75歳以上・生活保護世帯：無料
■接種方法：希望される医療機関に直接お申し込みください。

対象者
生後6ヶ月～
小学6年生

中学生・
高校生

高齢者
（65歳以上）

助　　　　成　　　　内　　　　容 問い合わせ先

山口県健康増進課
☎083-933-2956

健康福祉課
☎2-3113

健康福祉課
☎2-3113

山口県が助成

阿武町が助成

阿武町が助成
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エ
コ
の
日

毎
月
19
日
は
、
地
球
に
良
い
こ
と
を
す
る
「
エ
コ
の
日
」。 

10
月
の
一
句
は
、 「
節
水
を
　
家
族
で
話
し
　
水
入
ら
ず
」

生活に困っている、仕事が見つからない、将来が不安、
病気で働けないなど、お困りごとをお聞かせください。
一緒に考え、解決へのお手伝いをします。

生活困窮者自立支援法による相談会

問：健康福祉課　☎ 2ｰ3115　

◆日　時：11月 18 日 （水） 午前 9時～12 時
◆場　所：阿武町役場 ２階 小会議室
◆相談員：生活困窮者自立相談支援員

※事前申込制（前日まで）

第 �� 回 阿武町 力くらべ綱引き大会  中止
　12 月 6 日 （日） に開催を予定しておりました
「第 35 回　阿武町 力くらべ綱引き大会」 は、
新型コロナウイルス感染症の影響により、 

問：教育委員会 ☎２ｰ０５０１

参加者の安全面を考慮した結果、中止といたします。
　楽しみにしていただいていました町民、関係者のみなさまには
大変申し訳ありませんが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

応募資格
15 歳以上 17 歳未満の男子で
中学校卒業（見込含）または
中等教育学校前期課程修了者
（見込含）で、成績優秀かつ
生徒会活動等に顕著な実績を
修め、学校長が推薦できる者

受付期間
11 月 1 日（日）～ 11 月 30 日（月）

試験期日
令和３年
1月 10 日（日）または 11 日（月）
　　　　　　  ※いずれか１日を指定

推

薦

問：自 衛 隊 萩 地 域 事 務 所
☎０８３８ -２２ -２４０９

自衛官等募集 自衛隊 山口地方協力本部は、令和２年度の
陸上自衛隊高等工科学校生徒の募集を行います。

応募資格
15 歳以上 17 歳未満の男子で
中学校卒業（見込含）または
中等教育学校前期課程修了者
（見込含）

受付期間
11 月 1 日（日）

～令和３年１月６日（水）

試験期日
１次試験：令和３年１月 23 日（土）

一

般

将 来、陸 上 自 衛 隊 に お い て
高 機 能 化・シ ス テ ム 化 さ れ た
装 備 品 を 駆 使・運 用 す る と と も に
国 際 社 会 に お い て も 自 信 を も っ て
対 応 で き る 自 衛 官 と な る 者 を
養 成 し 教 育 す る た め に、中 学 校
卒 業 予 定 者 等 を 対 象 に 採 用 す る
制 度 で、陸 上 自 衛 隊 の 学 校 で す。

高等工科学校 生徒

特別職国家公務員 （生徒）　※自衛官ではありません
生徒手当  月額 10 万 3,700 円 （令和 2年 2月 1日現在）　【 期 末 手 当 】年 2回 （6 月、12 月）　
宿舎 （駐屯地生活）は無料、食事・被服類・寝具は支給または貸与
週休２日制・年末年始休暇・特別休暇等　　　　　　　  【 医 療 施 設 】自衛隊病院、駐屯地医務室
防衛省共済組合、貯金事業／普通・定額積立・定期預金、貸付事業／普通・特別・住宅財形など
提携する通信制高校（横浜修悠館高校）に入学し、３年修了時に高校卒業資格の取得が可能

【 身 分 】
【 手 当 】
【衣 食 住】
【休日・休暇】
【福利厚生】
【卒業資格】
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お し ら せお し ら せ

休日当番医
0838-26-1397
08387-8-2311
08387-6-2540
08388-2-2838
0838-26-1397
0838-26-1397
08388-5-0863
0838-26-1397

萩市休日急患診療センター
弥 富 診 療 セ ン タ ー
須 佐 診 療 セ ン タ ー
齋 藤 医 院
萩市休日急患診療センター
萩市休日急患診療センター
福 賀 診 療 所
萩市休日急患診療センター

椿
弥富
須佐
奈古
椿
椿
福賀
椿

10/25㊐
11/1㊐
11/3㊋
11/8㊐
11/15㊐
11/22㊐
11/23㊊
11/29㊐

※当番医の確認は役場または各支所へ

緊急の場合は１１９番
　    萩･阿武健康ダイヤル24
　　   24時間年中無休で健康や医療に関する
　　   相談を受け付けています。
　　☎0120ｰ506-322

通話料･
相談料無料(　　　　　)

山口県新型コロナウイルス感染症専用相談ダイヤル

☎083ｰ902-2510 (毎日24時間対応)
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問：健康福祉課 ☎２ ｰ ３１１３
※かかりつけ医のない方は「専用相談ダイヤル」をご利用ください ➡

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の
検 査 セ ン タ ー が 開 設 さ れ ま し た
阿武町・萩市の医療機関で医師が必要だと判断した場合、
ＰＣＲ検査を受けることができる「発熱外来検査センター」を
萩市が県の委託を受け、医師会の協力の下、開設しました。
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検査までの流れ
❶ 発熱・せきなどの症状がある
❷ かかりつけ医※に相談・受診
❸ 医 師 が Ｐ Ｃ Ｒ 検 査 を 判 断
❹ 「検査センター」で検体採取
❺ 検体を専門機関に送り検査
❻ 翌日以降に検査結果を連絡

【開設日時】火・金曜日（祝日を除く）
　　　　　　��:��～��:��　完全予約制（変更の場合あり）
【場所】萩市休日急患診療センター 駐車場
【対象】阿武町･萩市在住の小学生以上で、発熱やせきなどの
　　　　症状があり、医師がＰＣＲ検査が必要だと判断した方

※ＰＣＲ検査は、医師が必要だと
　判断した場合のみ行います。
※検査はドライブスルー方式です。
　公共交通機関の使用は避け、
　自家用車などをご利用ください。
※検査費の自己負担はありません。
（初診料など診察費用は別途発生）

成人体力テストに参加しませんか？
11月 17日 （火） 18 ： 30 ～ 20 ： 00    受付 18 ： 15 まで

問：教育委員会  ☎２-０５０１

無 料！

ステキな《参加賞》もありますよ★

【64歳以下】握力・上体起こし・長座体前屈・反復横跳び・急歩・立ち幅跳び
【65歳以上】握力・上体起こし・長座体前屈・開眼片足立ち・10ｍ障害物歩行・６分間歩行

内
容

・会　場：宇田ふれあい体育館・グラウンド
・対　象：町内在住・在勤の方（20 歳～ 79 歳）
・持参物：マスク・運動靴・体育館シューズ

日 頃 の 運 動 習 慣 が な い 人 も
日 頃 か ら 運 動 を し て い る 人 も
こ の 機 会 に｢体 力 年 齢｣を 把 握 し て
健 康 改 善 に つ な げ て み ま せ ん か？
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11月

令和２年度福賀大農業まつり（ＷＥＢ版）13:30 
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
食改献立検討会　13:30【町民センター】
焼きいも大会　9:00【みどり保育園】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
脳ひらめき教室　10:00【町民センター】
園医健康診断　13:30【みどり保育園】
関西山口県同郷会【大阪府】
ママの会「リフレッシュ講座：あかもち占い」9:30【みどり保育園】
地域ぐるみの防災キャンプ　10:00【のうそんセンター】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　13:30【福賀グラウンドゴルフ場】
消費生活相談員による相談日　8:30【役場１階相談室】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会　8:30【町民センター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
脳ひらめき教室　10:00【町民センター】
七五三　10:30【みどり保育園】
町老連グラウンドゴルフ　14:00【宇田郷ふれあいグラウンド】
町制65周年記念式典　9:00【町民センター文化ホール】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
心配ごと相談　9:00【ふれあいセンター】
身体測定　11:00【みどり保育園】
宇田郷寿齢大学　10:00【ふれあいセンター】
宇田寿齢会連絡協議会　11:30【ふれあいセンター】
成人体力テスト　18:30【ふれあい体育館　他】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
さつき会脳元気メニュー　13:30【上笹尾公民分館】
介護家族のおしゃべり勉強会　13:30【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
地域ケア連携会議　16:45【清光苑】
地域づくり研究集会　9:30【ふれあいセンター】
脳ひらめき教室　10:00【町民センター】
幼児健診　13:00【母子健康センター】
21世紀の暮らし方研究所
無角和種100周年記念シンポジウム【町民センター文化ホール】
奈古浦地区地元学調査 　9:00【奈古浦公民館】
ことぶき会体力測定　9:30【のうそんセンター】
地域ケア連携会議　16:00【清光苑】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
にこにこ会お口の健康アップメニュー　13:30【漁村センター】
集団健診　8:30【のうそんセンター】
誕生会　11:00【みどり保育園】
なんじゃもんじゃ会食べることの大切さ　13:30【寺東公民分館】
集団健診　8:30【町民センター】  
避難訓練・交通安全指導　11:00【みどり保育園】

阿武町の人口と世帯数 （9月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳
奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,154（ 1 ）

　520（－3 ）

518（ 0 ）

3,192（－2 ）

1,015（ 0 ）

　261（－2 ）

　278（ 0 ）

1,554（－2 ）

転入　6

転出　4

出生　0

死亡　4

9月の交通事故

（　）内数字は前年件数

区　分 物損
事故

98
（108）
3
（5）

6
（1）
0
（0）

0
（0）
0
（0）

0
（0）

4
（1）

負傷者死者
人　身　事　故
件数

萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

業　　種 賃　　金会　社　名
介護職員

介護職員（いらお苑）
看護職員（いらお苑）
技術（製品設計）
土木作業員

土木施工管理技士

140,000円
140,000円
176,000円～
180,900円～
172,800円～
250,000円～

阿武福祉会

ナベル 山口工場

小田建設

業　　種 賃　　金会　社　名
砕石作業員

食品加工（鮮魚）
販売員

土木作業員（監督見習い）
店舗スタッフ・レジ

160,000円～
150,000円～
150,000円～
187,000円～
時給830円～

小田建設 採石場
道の駅阿武町

（あぶクリエイション）
阿武建設

サンマート奈古店

町内の求人情報10月分 10月15日現在（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）
●問い合わせ　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

表 彰 席 
山口県体育大会   柔道競技

9 / 27　（山口市）
維 新 百 年 記 念 公 園
維新アリーナ武道場 

松美柔道スポーツ少年団

上田  怜央 くん
（東 方 ・ 阿 武 小 学 校）

第 � 位

う え だ 　     れ お

男子小学６年生  軽軽量級

（仮称） 阿武風力発電事業
住民説明会 （10 月開催）
「日立サステナブルエナジー株式会社」 が
行った事業説明の様子を、 阿武町役場の
Web サイトに《動画》 で掲載しています。
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理

「旬の野菜たっぷりおすすめレシピ！」 より

きのこと野菜の海苔和え

［作り方］
①海苔は小さくちぎって、
　調味料と合わせて味を
　なじませ、 「海苔和えの
　素」 を作る。
②ささみは塩をして耐熱
　容 器 に 入 れ て、 酒 を
　か け て ラ ッ プ を す る。
　レンジに３分かけて、 冷ましてからほぐしておく。
③ズッキーニとニンジンはピーラーで薄くそぎ切りにする。
　しめじは根元を切ってほぐす。
④フ ラ イ パ ン に 油 を 熱 し て 野 菜 を 順 に 入 れ て 炒 め、
　しめじも加えてさらに炒める。
⑤野 菜 が 冷 め た ら、②の さ さ み を 入 れ て 合 わ せ て、
　「海苔和えの素」 で和えて器に盛ったら完成！　

山本 裕美子 さん （宇田地）

［材料（４人分）］
★海苔和えの素

焼き海苔　　　　  ２枚
だし汁　　　   大さじ４
しょうゆ　　 　小さじ２
砂糖　　　　  小さじ２
酒　　　　  　大さじ１
酢　　　　  　大さじ１

ささみ　　　　１５０ｇ
塩　　　　小さじ１／４
酒　　　　　　大さじ３
ズッキーニ　　 １５０ｇ
しめじ　　　　２００ｇ
ニンジン　　　１００ｇ
油　　　　　　　  適量 

私 の 一 品

しめじは、低カロリーで
食物繊維が豊富なんです。
便秘予防にもオススメですよ★

　「自動するめ作製機 ?!」   西村 信教（市）
●９月下旬、宇田漁港で見かけた風景です。曇りの日
　でしたが、するめ作製機がくるくる回ってイカを乾燥
　 さ せ て い ま し た 。 い つ も 猫 が こ の 辺 に い ま す が 、
　これを見たら、どんな反応をするのでしょうか？

にしむら  のぶのり

◆
あ
ぶ
フ
ォ
ト
倶
楽
部 

10
月
の
例
会
は 

26
日︵
月
︶19
時
か
ら︵
町
民
セ
ン
タ
ー
︶  

◆
問
い
合
わ
せ
： 

事
務
局 

☎
２ - 

３
１
１
１ 

やまもと　ゆみこ

　「ミニザクロ」   小田 衛（宇久）
●指先くらいの赤い実。生垣から道路に、ちょっとだけ
　顔をのぞかせていた風情に、思わず写真をパシャリ。
　ちょうど稲刈りの時期、秋祭りの頃に熟れる実です。

お だ まもる

萩高校 奈古分校 ３年生
フラワーアレンジメントを寄贈

農 業 を 志 す ３ 年 生 た ち が 実 習 で 作 成 し た 「フ ラ ワ ー ア レ ン ジ メ ン ト」 を
役 場 ロ ビ ー やＪＲ奈 古 駅 な ど に 寄 贈 し て く れ ま し た。 多 く の 人 に 花 を
通して 「癒し」 を届けたいとのこと。 奈古分校では今後も、 学校で育てた
花 を、 公 共 の 場 に 飾 る た め、 定 期 的 に 提 供 し て く だ さ る と い う こ と で す。

農 業 を 志 す ３ 年 生 た ち が 実 習 で 作 成 し た 「フ ラ ワ ー ア レ ン ジ メ ン ト」 を
役 場 ロ ビ ー やＪＲ奈 古 駅 な ど に 寄 贈 し て く れ ま し た。 多 く の 人 に 花 を
通して 「癒し」 を届けたいとのこと。 奈古分校では今後も、 学校で育てた
花 を、 公 共 の 場 に 飾 る た め、 定 期 的 に 提 供 し て く だ さ る と い う こ と で す。

  10/6 花田町長への贈呈式

今年の学校祭は、 誠に残念ながら
コロナの影響で「中止」といたします。
毎年、 生徒の加工品などを楽しみに
してくださっている地域の方々には
大変申し訳ありませんが、 なにとぞ
ご理解のほど、 よろしくお願いします。

 花･ジャムなど、 一部の品は
 道の駅阿武町に出荷します。

萩高校 奈古分校より

問：萩高校奈古分校 ☎ �����-�-����

生徒の家族、町内小・中学校の
在校生および家族のみなさまへ

感染症対策をした上で、 奈古分校の
「学習成果の展示発表」 を行います。

  11 月 14 日 （土）9:00 ～ 12:40

対象の方には、 入場の際に必要な
「健康観察チェック表」 を送付します。

 ※チェック表をお持ちでない方は
 入場できませんのでご注意ください。

作品は道の駅温泉棟１階に展示中
会員作品紹介

ふ
る
さ
と

点
描
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